
珠状つ まみがつ く界蓋

で,内面に非常に短いか

えりを有している。約2/

3が現存する。 3は頂部

の尖った宝珠状つまみを

有する必蓋の破片である。

4は高台付外で,体部口

縁を欠いている。底部は

平底ではなく,体部から

底部にかけての断面は大

1 暗褐色土層

2 黒褐色土層

3 明茶褐色土層

1 黒褐色土層

2.褐色土層

3 明褐色土層

第34図  1区 SK0

甲   I  岬

3実測図 (1:30)

第33図  1区 SK02実 測図 (1:30)

/
きく弓な りになるのが特徴で,高台は

低 く肥厚したものである。

SK04(第 36図 ,図版25) 調査区の

北東側,SK03に 近い緩斜面で検出

した,長辺1.2m,短辺0.9mを 測る方

形の上坑である。長辺を軸とすると ,

北々東の向きにある。遺構検出面から

の深さは最大で 5 clllと 極めて浅い。底

面は平坦である。出土遺物はみられな

かった。他の土坑群とは平面プランが

異な り,性格は不明である。

9   1  10Cm

第35図  1区 SK03及 び周辺出土遺物実測図 (1:3)
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SK05(第 37図 ,図版26) 採土工事後の

カット面に遺構断面が認められたので,期間

中に併せて調査 した土坑である。当初設定 し

た調査区の外であったが,他の上坑との関連

性がみとめられ ,位置的にも近かったので ,

1区の遺構として扱った。遺構はほぼ直角に

隣 り合 う2辺が残っていることから,方形状

を呈する土坑とみられる。南東側の 1辺は長

さ1.8nま で残存 し,壁面は直立気味に立ち

上がる。深さは検出面から床面まで45clllで あ

るが,こ の壁面には幅10clll,深 さ 4 clllの 濤が

伴 う。この南東辺を上坑の基軸とすると,北

東から南西方

向に向く。耳ヒ

東側の 1辺は

長さ1.8mで ,

壁面はほぼ直

立する。底面

は 平 坦 で ,

ピットなどは

認 め られ な

かった。出土

遺物には,須  I

恵器外と甕片

があり,う ち

1点 (1)が

東側コーナー

よりの底面直

上で外面を上

にした状態で

検出された以

1 淡褐色上層

2 暗褐色土層

3 茶褐色土層

4 褐色土層

04実測図 (1:30)

(微細炭を少量含む)

2 茶褐色土層

3 明褐色土層

第36図  1区 SK

第37図  1区 SK0
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Δ
3

外は,覆土中 (2層・

3層)か ら出上した。

同出土遺物 (第 38図 ,図

版29) とは立ち上が

りが非常に短 く内傾す

る不身のほぼ完形品

で,底部外面には直線

5本で構成された,左

右非対称のヘラ記号が

認められる。外面全体

に自然釉がかかる。 2

は同じく立ち上が りが

低 く内傾する必身の小

片である。 3は必蓋の

小片とみられ , 口縁は

単調に終わる。 4・ 5

は甕の破片で同一固体

のものと思われる。約

1/3程度が残存し,4

が胴部,5が底部であ

る。

9   5叩

第38図

9              10,m

l区 SX05出 土遺物実測図 (1～ 3は 1:3,4～ 5は 1:4)

区出上のその他の遺物

1区からは遺構に伴わないが,多 くの遺物が出土した。遺物には須恵器 。土師器・石器・鉄刀片・

陶磁器がある。このうち大半は須恵器であり,ほ とんど破片で検出した。出土地点はほぼ全域にわた

るが,特に多かったのはSX01の 周辺である。これらのなかには本来この古墳の副葬品であったも

のが含まれるものと思われる。

須恵器郭・高邦類 (第 39～ 43図 ,図版30～36) 須恵器には器種として有蓋高界が少なくないようで

ある。しかし,いわゆる蓋界と有蓋高界の蓋とを明確に区分することが困難であるため,こ こでは

便宜上外 。高界を一括 して記述することにした。なお,こ れらのうちで形態・胎土・焼成・色調な
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どから高外 としてセット・接合

関係の可能性があるものを挙げ

ると,第 40図の 1+第 42図 の

6,第40図 の11+第 42図 の10,

第39図の 1～ 5+第42図 の 7～

9+第 43図の14・ 15,第 42図 の

12+第 43図 の 9,第 42図 の 5+

第43図の 8な どが考えられる。

第39図 は,外蓋のなかでも天

井部外面にカキロないしはカキ

目状痕が施されているものを取

り上げた。いずれも有蓋高界の

外部蓋と考えられる。このうち

上～ 5はおおむね天丼部と口縁

部とが 1条の浅い沈線によって

区分されるタイプのもので,日

縁端部内面にも細 くて浅い線が

施されている。天丼部外面には

板状工具によるとみられるカキ

目状の回転ナデが意識的に施さ

れ,しかも共通 してそのほぼ中

央に「×」状のヘラ記号を伴っ

Cm

第39図  1区その他の出土遺物実測図 (1)(1:3)

ている。 6は天丼部約半分ほどの破片であるが, 1～ 4と は少し様相を異にし,天丼部外面に丁寧

にカキロが施される。しかし,ヘ ラ記号は認められない。天丼部と口縁部との境には上下に浅い沈

線が引かれ ,にがい稜をなしている。

第40図 は,外蓋で口縁部内面に返 りの付かない段階のもの (1～ 18)と ,外身で受部に立ち上が

りのつ くもの (19～28)を取 り上げた。 1は頂部に輪状つまみを有するもので,有蓋高界の蓋とみ

られる。天丼部と口縁部との間に丸味のある稜がつき,日 縁端部の内面にはかすかな段が認められ

る。必蓋 2～ 18は総 じて天丼部と口縁部とを分ける稜が曖味になる傾向のものが多 く,日 縁端部内

面には段を付けないか,あ ってもかすかな段または沈線でもってアクセントをつける程度である。

調整の点でも天丼部の回転ヘラケズ
'が

なくなる傾向にあるものが多い。10の 天丼部外面にはヘラ

記号が認められる。必身19～ 26は総 じて受部の立ち上が りが低 く内傾するもので,外面の回転ヘラ

ケズ リもさほど多 くない。27は立ち上が りがさらに短 くな り,底部には回転ヘラケズリが認められ
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る。

第41図 は,不

蓋の頂部に輪状

つまみを有する

もの (1～ 9)

と,外で糸きり

底または高台付

のもの (10～

18)を取 り上げ

た。輸状つまみ

のつ く不蓋のう

ち,ほぼ全形の

分 か る もの に

1ま , 1`Dよ う

“

こ

内面に返 りが付

くものと,2～

4の ように端部

を折 り返 しただ

けのものとの 2

~             II      R =

5

｀｀
｀

て 正 三 正 三 三 三 三 正 三 正 三 三 JL正 三 正 三 正 三 正 三 三 二 き こ テ =ニ

甘

/

17

■

一 18

1          9   1  10甲

第41図  1区その他の出土遺物実測図 (3)(1:3)

種類がある。 9の 内面にはヘラ記号が認められる。必10は 回唇部を外反させる特徴があり,底部に

は回転糸きり痕をのこす。底部片には12～ 17の ように高台の付 くものと,18の ように付かないもの

がある。18は糸きり痕が認められる。17はあるいは壷の底部かもしれない。

第42図 は,高不のほぼ全形が知られるものを中心に取 り上げた。有蓋のもの(1～ 12)と ,無蓋の

もの (13～ 17)と があり,有蓋のものにはさらに脚部がやや長めのもの (1～ 4)と ,短めのもの

(6～ 11)がある。前者は 3方向の 2段透かしを入れ,その間に 2条の浅い沈線を巡らしている。後

者は 3方向の 1段透かしを入れるが,こ れには 1条または 2条の浅い沈線を伴 うものとそうでない

ものとがある。16は基本的に 3方向の 1段透かしのものであるが, 1方 向に限って 2段の透かしを
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1区その他の出土遺物実測図 (4)(

-46-

甲   1  10Cm
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て
6

甲__   104m

第43図  1区その他の出土遺物実測図 (5)(1:3)

施している。外部の受部は,全体的に立ち上が りが内傾するものの,その度合いが強いもの (1・

2な ど)と 弱いもの (7・ 8な ど)が認められる。脚端部は,平坦面を比較的単純に外傾させたも

の (1・ 2)や ,内傾させたもの (3・ 6～ 10)カミあり,後者はさらに上縁の稜線をはっきりさせ

たもの (7～ 9)と ,内面側にアクセントをつけたもの (3・ 10)な ど,さ まざまである。無蓋の

ものでは,13～ 15は界の体部外面に低い突帯を巡らすとともに,底部外面には櫛状工具による連続

刺突文を施している。13は脚が長 く3方向 2段透かしを有するものである。16は界の体部と底部が

アクセントによって分かれているが,17はその界線が全 くなくな り,脚部も単純に終わっている。

第43図 は,高界の接合部分から脚部が残存するものを取 り上げた。 1～ 6は ,2方向透かしの 3

以外はいずれも 3方向の透かしを有している。 5の外面にはヘラによる刻みが透かしの切 り込みと

は別に認められる。 7～ 15も 3方向の透かしを有するものと考えられるが,こ れには浅い沈線が伴

うもの (7～ 10。 13・ 15)と そ うでないもの (11・ 12。 13)がある。脚端部も,第42図で触れたと
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第44図  1区その他の出土遺物実測図 (6)(1
同じように,い くつかのパターンが認められる。

須恵器壷・甕・瓶類 (第 44～ 47図 ,図版87～39,ただし9は土師質。)

9          1         10守 m

i3)

第44図 は,直 口壷および長頚壷に類するものを集めたものである。 1～ 6は直口壷とわかるもの

で, 3の底部外面には「×」状のヘラ記号が認められる。 7・ 8は胴部下方の破片のため,直 口壷

か長頚壷かのどちらかを特定することはできない。 7の底部外面には「×」状のヘラ記号が認めら
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第45図  1区その他の出土遺物実測図 (7)(1:3)

-49-

に
4



第46図  1区その他の出土遺物実測図 (8)(1:4)

-50-
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墨 鷲

第47図  1区その他の出土遣物実測図 (9)(1:4)

-51-



れる。 9は土師質の壷で,口 縁部の一部を欠損する。形態的には直口壺といえようが,須恵器 1～

6に くらべ ,口 縁部が長めで胴部もやや偏平である。10は長頚壷で,頚部中央および胴部上方に 2

条ずつの沈線が入 り,胴部のものにはその間を櫛状工具による連続刺突文がめぐる。

第45図はその他の壷・瓶類を取 り上げた。 1は長頚壷の頚部の破片と考えられ,外面上方に細い

がはっきりとした 2条の沈線がめぐる。 2は壷または瓶の頚部と考えられ,2条の沈線とこれより

少し距離を置いて振幅の小さい波状文が施されている。 3は体部外面に孔のない耳が貼 り付けてあ

る。瓶の類であろう。 4～ 9は甦である。 4の胴部下方から底部にかけてはカキロが認められる。

7は 口唇部内面に沈線が認められる。 8の底部には静止糸切 り痕が認められる。10は壷の肩部の破

片ではなかろうか。

11～ 14は有蓋壷類と考えられる。蓋11は天丼部に平坦面をもち,回 縁部はハの字状にひろが り,

口唇部にはわずかな平坦面を作る。短頚壷12は胴部の張 りが偏平で,頚部もかなり低 く内傾 して終

わる。11と 12はセット関係にあったものとみられる。短頚壷13は胴部の張 りが大きく重心が上位に

あり,丸底に仕上げられる。頚部は直立 して終わる。有蓋壷14は頚部から肩部にかけてと胴部下方

から底部にかけての破片である。頚部はわずかに内傾 しながら立ち上が り,先端部を欠 くが,これ

以上さほど高 くはならないものと考えられる。肩部と胴部との境界ははっきりしており,く の字に

折れ曲がる。肩部の中程 ぐらいの位置に,蓋を置いて重ね焼きした時に生じたとみられる色斑が認

テ

0                       10cm

第48図  1区その他の出土遺物実測図 (10)(1:3)
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められる。これから推定される蓋の口径は14,5cxllほ どであ

る。胴部は比較的直線的なラインで,平底の底部にいたる。

底径9,1硼 ,全高16,5clll以 上ではなかったかと推定される。

第46図 は 1が横瓶 ,2が壷口縁部,3が同底部である。

2と 3と は同一個体と考えられるが, 3の外面には焼き台

とみられる必蓋の破片が付着している。界蓋は天丼部と口

縁部との境がわずかな突帯で表現されており,天丼部外面

には回転ヘラケズ リが施されている。また,同時に窯壁も

付着 しているが,これにはスサ状のものが認められる。

第47図は 1が壷の口縁部であり,2～ 5は甕の口頚部か

ら肩の一部にかけての破片である。甕の頚部外面には 1条

から4条までの沈線と,櫛状工具による波状文が交互に施

されている。

土師器類 (第48図 ,図版40)

土師器には外 (1・ 2),高必 (3。 4),重 ・甕類

0          5cm

第49図  1区その他の出土遺物

実測図 (11)(1:3)
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第50図  1区その他の出土遺物

実測図 (12)(1:2)

(5～ 8)がある。いずれも器表面の風化がすすみ,調整の不明なものが多い。 1の底部外面には

糸切 り痕が認められる。 5は複合口縁で,6～ 8は単純口縁のものである。 6はやや薄手でわずか

に丸味をもち,口 唇部をわずかに摘まみ出しておわる。 7・ 8はやや厚手で,外傾 しながら端部を

方形におさめる。

その他の遺物 (第 49・ 50図 ,図版40)

第49図 は,須恵器甕片に付着 した鉄刀片である。鉄刀は残存長4.Oclll,刀幅3.5clll,棟幅0.4clllを 測

る。第50図は石鏃 2点で, 1は黒曜石製,2は安山岩製とみられる。その他 ,図示 していないが ,

石器として碧玉・玉髄・黒曜石の剖片が出土している (図版40下段)。 付近で玉作や石器の製作を

行っていた可能性がある。 (鳥谷)
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三田谷 Ⅱ遺跡 1区出土遺物観察表

挿図番号 写 真
出土地 点 種  別 法量 (cnl) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼 成 色 調 備  考

図241 SX-01
玄室床面

外身

(須恵器)

口径(94)
器高(45)

底部外面 :回転 ヘ ラケズ

リ,底部 内面 :ナデ ,そ
の他 :回転 ナデ

i nlt以 下

の砂粒 を

含む

良好 淡 黄灰 色

全体 の約 %
残存

図242 SX-01
羨道部床面

丸玉

(碧玉製)

径(13)
片面穿孔 ,歪みあり

濃緑 色

屁926-1 SX-02 不身

(須恵器)

口径■ 2

器高28
底部外面 :ヘ ラ切 りの後
ナデ,底部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

2 Dul以下

の砂粒 を

含む

良好 淡青灰色

図26-2 SX-02 不身

(須恵器)

口径105
器高35

底部外面 :ヘ ラ切 りの後
ナデ,底部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

21111以下
の砂粒を

多く含む

良好 青灰 色

図 26-3 SX-02 刀子

現存長 106
刃長 68
刃幅09

図281 SX-03 不蓋

(須恵器)

口径■ 2

器高31
天丼部外面 :ヘ ラケズ

リ,ナデ,天丼部内面 :

ナデ,その他 :回転ナデ

l jall以 下

の砂粒 を

合 む

良好

外面 :淡責色

内面 :青灰色

内面に竹管

文アリ

優m28-2 SX-03 不 身

(須恵器 )

口径98
器高23

底 部外面 :ヘ ラ切 り,底
部 内面 :ナ デ ,そ の他 :

回転 ナデ

2 ml以 下
の砂粒を

含む

良好 青灰 色

図301 SX-04 高台付不

(須恵器)

口縁径132
高台径57
器高47

底部外面 :ナデまわし,

底部 内面 :ナ デ ,そ の

他 :回転ナデ

2 nll以下

の砂粒 を

含む

良好

面

面

外

内
青灰色

淡灰色

外面に自然

釉がかかる

図30-2 SX-04 高台付芥

(須恵器)

口縁径134
高台径77
器高48

底部外面 :ナデまわし,

底部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

2 Eul以下

の砂粒を

含む

良好 青灰色

全体の約%
欠損

屁q32-1 SX-01 必蓋

(須恵器)

回縁径 106
器 高24

天丼部外面 :ケ ズリ,

転ナデ,天丼部内面 :

デ,その他 :回転ナデ

回

ナ

2 Hull以 下
の秒粒を

合む

良好 青灰色

図32-2 SX-01 必 身

(須恵器 )

口径105 内外面 :回転ヨヨナデ 0 5nl l以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好 淡黄灰色

口縁部のみ

%久損

屁932-3 SX-01 外身

(須恵器)

日径 102
器 高34

底部外面 :ヘ ラ切 りの後
ナデ,底部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

21111以下

の秒粒 を

含 む

良好 青灰 色

図32-4 SX-01 邦身

(須恵器)

口径(57) 内外 面 :回転 ナデ 2 ala以下
の砂粒を

合む

良好 淡茶灰色

全体の約%
残存

図325 SX-01 長頚重

(須恵器)

胴部最大径
15 3

底径50

胴部,底部外面 :回転ヘ

ラケズリ,その他 :回転
ナデ

lm以 下

の砂粒 を

合む

良好 淡黄青灰色

頚部欠損 ,

肩部 %久損

図 351 SX-03 外 身

(須恵器 )

口径■ 5

器高38
底部外面 :ヘ ラ切 りの後
ナデ,底部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

3 nttl以 下
の秒粒を

合む

良 好 青灰 色

底部少々欠

損

図352 SX-03 不蓋

(須恵器)

口径122
器高29

天丼部外面 :回転 ヘ ラケ

ズ リァナデ ,天丼部 内面

:ナ デ ,その他 :回転 ナデ

21111以下

の砂粒 を

含 む

艮 好 膏灰 色

全体 の約 %
欠損

囲985-3 SX-03 不蓋

(須恵器)

天丼部外面 :回転ヘラケ

ズ リ,天 丼部 内面 :ナ

デ,その他 :回転ナデ

l nlu以 下
の砂粒を

含む

良好 青灰色

口縁部欠損

図 35-4 SX-03 高台付芥

(須恵器 )

底径 70 底部外面 :ヘ ラ切 り,ナ
デまわし,底部内面 :ナ

デ,その他 :回転ナデ

211111以 下

の砂粒 を

含 む

良 好 青灰 色

口縁部欠損

図381 SK-05 外 身

(須恵器 )

口径■ 2

器高34
底部外面 :ヘ ラ切 り,底
部内面 :ナデ,その他 :

回転ナデ

l Hal以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良 好 淡責灰 色

外面に自然

釉かかる

屁q38-2 SK-05 外 身

(須恵器 )

口径(105) 内外面 :回転ナデ l Hn以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好 淡黄灰 色

口縁部のみ

ス残存
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図383 29 SK-05 不蓋

(須恵器)

内外面 :回転 ナデ l attl以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好

面
面

外

内
淡黒灰 色

淡灰 色

口縁 部小片

図38-4 SK-05 養
(須恵器)

内外面 :タ タキ l mal以 下

の砂粒 を

少 々合 む

良好

面
面

外

内
淡黒灰色

淡灰色

胴部の一部
分のみ残存

屁酎38-5 SK-05 甕
(須恵器)

内外面 :タ タキ l IIlll以 下

の秒粒 を

少 々含 む

良好

面
面

外
内

青灰色
淡黄灰色

底部の一部
分のみ残存

屁酎39-1 3G区 外蓋

(須恵器)

口径134
器高89

天丼部外面 :カ キロ
その他 :回転ナデ

2 1dll以 下

の砂粒 を

含む

良好 青灰色
欠 損 ,天 丼

部 外 面 に ×

印 の ヘ ラ 記

図392 4G区 不蓋

(須恵器)

口径132
器高38

天丼部外面 :カ キロ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

2 aal以下
の砂粒を

合む

良好 黒灰 色

全 体 の 約 %
久 損 ,天 丼
部 外 面 に X

図893 4G区 不蓋

(須恵器)

天丼部外面 :カ キロ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

2 EItl以 下

の砂粒 を

合む

良好 青灰 色

天 丼 部 の み
残
=,天

丼
部 外 面 に ×

図 394 4G区 外 蓋

(須恵器 )

天丼部外面 :カ キロ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

i ncl以 下

の砂粒 を

含む

良好 青灰 色

欠

部
印

期

，
天 丼

面 に ×
リ

ロ
損
外

ア

図395 4G区 芥蓋

(須恵器)

日8&(64) 内外面 :回転 ナデ 2 all以下

の砂粒 を

合む

良好

外面 :黒灰色

内面 :淡青灰色

日縁部から

体部の一部
残存

図39-6 5F区 不蓋

(須恵器)

天丼部外面 :カ キロ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

l n ll以 下

の砂粒 を

含 む

良好 暗灰色

全体 の約 %
残存

図401 4G区 高外蓋
(須恵器)

口径134
器高24

天丼部外面 :ケ ズリ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

0 5 dll以

下 の砂粒

を含 む

良好

外面 :黒灰色

内面 :黄灰色

全体の約%
残存

図 402
4G区
4F区
3F区

郷蓋
(須恵器)

口径125
器高41

天丼部外面 :ケ ズ リ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

lll以 下
の秒粒を

多く合む
良 好 青灰色

全体の約%
残存

匪940-3 4G区 不蓋

(須恵器 )

口径123
器高39

天丼部外面 :ケ ズリ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

l ELa以 下

の砂粒 を

含 む

良好 青灰 色

体 部か ら 日

縁 部 にかけ

てほぼ欠損

図404 5F区 外蓋
(須恵器)

天丼部外面 :ケ ズリ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

l lu l以 下

の砂粒 を

含 む

良好

面

面

外
内

黒灰色
淡責灰色

天丼部 の一

部 と口縁 部

欠損

図40-5

4G区 5F区
4F区
4E区

不蓋

(須恵器)

口径(142) 天丼都外面 :ケ ズリ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

l III以 下
の砂粒を

含む
良好

面

面

外
内

黒灰色

淡黄灰色
天丼部欠損

図 406 5F区 外蓋
(須恵器)

天丼部外面 :回転ヘラケ
ズ リ ,天 丼 部 内 面 :

ナデ,その他 :回転ナデ

l IIull以 下

の砂粒 を

含む

良好

面

面

外
内

淡褐灰色
淡黄灰色

口縁端部欠

損,全体約
%残存

屁940-7 4F区 界蓋
(須意器)

口a&(144) 天丼部外面 :回転ヘラケ
ズリ,天丼部内面 :ヨ コ

ナデ,その他 :回転ナデ

1血以下
の砂粒を

含む
良好 暗灰褐色

全体 の約 拓

残存

図40-8 界轟

(須恵器 )

口径(134) 天丼部外面 :回転ヘラケ
ズリ,その他 :回転ナデ

l all以 下
の砂粒を

少々含む
良好 暗灰色

全体の約 1/3

残存

優¶40-9 5G区 外 蓋

(須恵器 )

口径(127) 天丼部外面 :回転ヘラケ
ズリ,その他 :回転ナデ

l II l以 下
の砂粒を

少々合む
良好 青灰色

全体の約X
残存

図 4010 第 1ト レンチ

盛土中

界蓋

(須恵器)

天丼部外面 :回転ヘラケ
ズリ,天丼部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

1 5all以

下 の砂粒

を含 む

良好

面

面

外

内
淡灰色

淡褐灰色

全体の約χ
残存

膠璽40-11 外蓋
(須恵器)

口径(131) 天丼部外面 :回転 ヘ ラケ

ズ リ ,天 丼 部 内 面 :ナ
デ ,その他 :回転 ナデ

l all以 下

の砂粒 を

含む

良好 淡茶灰色

全体 の約 %
欠損

図4012 4G区 外蓋
(須恵器)

口径(123) 天丼部外面 :ヘ ラ切 りの

後ナデ,天丼部内面 :ナ

デ,その他 :回転ナデ

l III以 下
の砂粒を

含む

良好 青灰色
体部からロ

縁部にかけ
て%欠損
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図4013 4G区 芥蓋

(須恵器)

口径 (■ 5) 天丼部外面 :ケ ズリ?,

天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

i ndl以 下
の砂粒を

合む
良好 淡黄灰色

全体の約
1/3

欠損

図 40■ 4 第 1ト レンチ

盛土 中

不蓋

(須恵器)

口径(145) 内外面 :回転ナデ 2 nln以下
の砂粒を

合む
良好 暗褐灰色

天丼部欠損
口縁部約X
残存

優雪40-15 5F区 杯蓋

(須恵器)

口ぞ&(147) 内外面 :回転ヨヨナデ l IEEl以 下

の砂粒 を

含む

良好

面
面

外
内

灰褐色
淡灰褐色

口縁部のみ

約%残存

図4016 5F区 芥蓋

(須恵器)

日径(122) 内外面 :回転ヨヨナデ 1 5 EIl以

下の砂粒
を含む

良好

外面 :暗青灰色
内面 :淡黄灰色

口縁部のみ

約 1/s残存

図4017 5G区 ネ蓋
(須恵器)

口aヨ (125) 内外面 :回転ナデ l lual以 下
の砂粒を

含む

良好

外面 :淡灰色

内面 :淡灰褐色

全体の約 1/5

残存

図4018 5F区 界董

(須恵器)

口径(124) 天丼部外面 :ナデけし?

天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

l nln以下
の砂粒を

含む
良好 淡灰色

天丼部欠損
全体の約%
残存

図 41119 不身

(須恵器)

口径(112) 底部外面 :回転ヘラケズ

リ,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

i nal以 下

の砂粒 を

含む

良好 黄灰色
底部ほぼ欠

損

□ζ40-20 芥身
(須恵器)

口径110
器高39

底部外面 :回転ヘラケズ

リ,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

l IIl以 下
の砂粒を

合む
良好 青灰 色

口縁部少々

欠損

図4021 4・ 5H付近 不蓋
(須恵器)

口径110
器高39

底部外面 !回転ヘラケズ

リ,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

l mII以 下
の砂粒を

合む
良好 青灰色

底部少々欠

損

屁酎40-22 4G区 外身
(須恵器)

日径109 底部外面 :ヘ ラ切 り,底
部内面 :ナデ,その他 :

回転ナデ

l IIl以下
の砂粒を

含む
良好 茶灰色

口縁部約%
欠損

図 40-28 不身
(須恵器)

口 径 111

器高89
底部外面 :ヘ ラ切 りの後
ナデ ?,底部内面 :ナデ

,その他 :回転ナデ

l un以下

の砂粒 を

含 む

良好 青灰色
底部の一部
欠損

図4024 32 4G区 界身
(須恵器)

口径(113) 内外面 :回転 ヨヨナデ l nlal以 下
の秒粒を

含む
良好 淡黄灰色

受部のみ約
%残存

図4025 外身

(須恵器)

口径(132) 内外面 :回転 ナデ l mu以下
の砂粒を

少々含む
良好 暗灰色

受部の一部
のみ残存

屁雪40-26 5G区 外身

(須恵器)

日径(124) 内外面 :回転ナデ 0 51EII以

下 の秒 粒
を少 々含
む

良好 黄灰色
受部の一部
のみ残存

図 40-27 5F区 芥身

(須忘器)

口径(105) 底部外面 :ヘ ラ切 り,底
部内面 :ナデ,その他 :

回転ナデ

l EEl以下

の秒粒 を

含む

良好 青灰色

全体の約 1/9

残存

図4028 4D区 外蓋

(須恵器)

口径(96) 内外面 :回転ナデ 0541t以 下
の砂粒を

少 含々む
良好

外面 :黄灰色

内面 :青灰色
受部の一部
のみ残存

図411 4D濤中 外蓋

(須恵器)

口径167
器高25

天 丼 部 外 面 :回転 ヘ ラ ケ
ズ リ,回転 ナ デ ,オデ ,

天 丼 部 内 面 :ナ デ ,そ の

他 :回転 ナ デ

l ndl以 下
の砂粒を

合む
良好 黄青灰色

屁雪41-2 3F区
2F区

不蓋

(須恵器)

口径(122) 天丼部外面 :ケ ズ リ?回
転ナデ,天丼部内面 ;ナ

デ,その他 :回転ナデ

1 5 1utl以

下の砂粒
を含む

良好 淡責灰色
天丼部の一

部少々欠損

E配 41-3 5Ц区 不蓋

(須恵器)

口径(150) 天丼部外面 :ケ ズリ,ナ
デ,天丼部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

0 5 mm以下
の砂粒を

極少含む
良好 青灰 色

全体の約X
残存

図41-4 2F区 芥蓋

(須恵器)

口Cと (124) 天丼部外面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

l ndl以 下
の砂粒を

少々含む
良好 淡責灰 色

天丼部の一

部欠損

図 41-5 3F区 不蓋

(須恵器)

天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

0_5 dml以

下の砂粒
を含む

良好 青医色

天丼部のみ

約
1/3残存
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図 41-6 2F区 不蓋
(須恵器)

天丼部外面 :回 転 ケズ

リ,ナデ,天丼部内面 :

ナデ,その他 :回転ナデ

lm以下
の砂粒を

少々含む
艮 好 浜黄灰色

日縁部欠損
全体の約 1/3

残存

回q41-7 3D区 芥蓋
(須恵器)

天丼部外面 :ケ ズリの後
ナデ ?,ナデ,天丼部内
面 :ナデ

l IIlal以 下
の砂粒を

少々含む
良好 淡灰 色

口縁部欠損

図41-8 6G区 杯蓋

(須恵器)

天丼部外面 :ケズリ,ナ
デ,天丼部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

l ltlll以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好 暗灰色

口縁都欠損
全体の約%
残存

図 41-9 6F区 外蓋
(須意器)

天丼部外面 :ケズリ,回
転ナデ,天丼部内面 :ナ

デ,その他 :回転ナデ

l EIl以下
の砂粒を

含む

良好 黄灰 色

口緑 部 欠 損 ,

全 体 の 約 /2欠

畳 艶 蕃 奮 著
9

図 41■ 0 不身
(須恵器)

口径128
器高38

底部外面 :糸切 り,その

他 :回転ナデ

l DIl以下
の砂粒を

合む
良好 青灰色

口縁部少々

欠損

図4111 5F区 不身
(須恵器)

口径(157) 内外面 :回転ナデ 1 5 ml以

下 の砂粒

を含 む

良好

外面 :暗青灰色
内面 :淡黄灰色

口縁部の約
スのみ残存

図4112 2D区 高台付不
(須恵器)

高台径
(118)

内外面 :回転ナデ 05m以
下 の砂粒

を合 む

良好 淡 責灰 色

高台部分の

一部のみ残

存

図 4■ 3 3D区 高台付外
(須恵器)

高台径

(125)
外面 :ナデ

内面 :回転ナデ

l THE以 下
の砂粒を

含む
良好 淡灰色

高台部分の

一部のみ残
存

図■■ 4 6F区 高台付外
(須恵器)

高台径

(71)
内外面 :回転 ナデ 3 alal以 下

の砂粒を

含む
良好

外面 :淡黄灰色
内面 :淡紫灰色

高台部分の

一部のみ残
存

図41■ 5 4D区 高台付邦
(須恵器)

高台部外面 :回転ナデ ?

その他 :ナデ

l nldl以 下
の砂粒を

少々合む
良好 黄灰色

高台の一部
のみ残存

図 41■ 6 3D区 高台付外
(須恵器)

外面 !回転ナデ ?

内面 :ナデ

1 4ml以 下
の秒粒を

少々含む
良好 淡灰色

高 台の一 部

のみ残存

図4卜 17 2D区 高台付外
(須恵器)

底部外面 :ケ ズリ,回転
ナデ,底部内面 :回転ナ

デ

l nttl以 下
の砂粒を

少々含む

良好 淡灰 色

底部の一部
のみ残存

E町 41-18 33 外身
(須恵器)

底部外面 :ナデ,糸切 り
?,底部内面 :ナデ

l nttl以 下
の秒粒を

少々合む
良好 淡灰 色

底部の一部
のみ残存

図421 34

3D区
4E区
5F区

高外
(須意器)

日径(114)
底径(113)
器高131

外部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

2 nlll以 下
の砂粒を

少々含む
良好

外面 :暗灰色
内面 :淡黄灰色

不 部 約 %,
脚 部 %欠 損
三 方 に 2段
透 し ア ツ

図42-2 5F区 高邦
(須恵器)

口径
底径
器高

外部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

2 nln以下

の砂粒 を

合 む

良好

外面 :青灰色
内面 :淡黄灰色

％
方
し

約
二
透

の
　

，段

体
損
２
リ

全
欠
に
ア

図 42-3 区

区

Ｇ

Ｆ

高芥
(須恵器)

口径■ 9

底径(139)
器高130

外部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

1 5ml以

下の砂粒
を合む

良好 黄青灰色

脚
三
透

，損
段

％
欠
２
リ

部
％
に
ア

雰
部
方
し

膠軒42-4 4G区 高界
(須恵器)

口径118 外部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

2 nd以 下
の砂粒を

合む
良好 淡黄灰色

外 部 約
1/2,

脚 都 大 部 分
欠 損 ,三 カ
に 透 し ア リ

図425 5F区 高不
(須恵器)

口径116 外部外面 :回転ナデ,ケ
ズリ,外部内面 :ナデ ,

脚部 :回転ナデ

2 nal以下

の砂粒 を

含む

良好 淡黄褐色

不 都 約
1/2,

脚 部 大 部 分
欠 損 ,三 カ
に 透 し ア リ

E酎 42-6 5F区 高外
(須恵器)

口径107
底径110
器高92

外部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

2 11El以 下
の砂粒を

含む
良好 淡黄褐色

不 都 約 %欠
擦 ′ 三 方 に

図427 4G区 高邦
(須恵器)

口径121
底径100
器高93

邦 部 外 面 :ヘ ラ ケズ リ ,

回 転 ナ デ ,不部 内面 :ナ
デ ,回転 ナ デ ,その他 :

回 転 ナ デ

3 alal以 下
の砂粒を

含む

良好

外面 :淡青灰色
内面 :淡黄灰色

ネ 部 約 %欠
損 ,三 方 に
よ段 透 し ア

図 42-8 5F区 高不
(須恵器)

口径92
底径104
器高95

外 部 外 面 :回転 ナ デ ,

ラ ケズ リ,外部 内面 :

デ ,回転 ナ デ ,その 他
回 転 ナ デ

3 111al以 下

の秒粒 を

含む

良好 青灰色

然 部 約 %′
脚 部 約 %欠
損 ,三 方 に

1段 透 し ア
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挿図番号 出土地点 種 別 法量 (ca) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

図429
4G区
4F区 高界

(須恵器)

口径 (113)
底径(108)
器高(91)

外 部 外 面 :回転 ナ デ ,ケ
ズ リ,不部 内面 :回転 ナ
デ ,ナ デ ,その他 :回転
ナ デ

3 Eal以下
の砂粒を

含む
良好 淡黄褐色

不 都 約 ‰ ,

脚 部 約 %欠
損 ,三 方 に
1段 透 し ア

図4210 5F区 高不
(須恵器)

口径 (1

底径10

器高9

外 部 外 面 :回転 ナ デ 】へ

ラ ケズ リ,不部 内面 :回
転 ナ デ ,ナ デ ,そ の他 :

回 転 テ デ

3 EIll以 下

の砂粒 を

含 む

良好 淡黄灰色

全 体 の 約
1/d

欠 損 ,3方
に 1段透 し

図4211 4G区 高不
(須恵器)

口径(109)
底径89
器高86

外 部 外 面 :ケ ズ ジ ,回 転
ナ デ ,不 都 ぬ 面 :ナデ ,

回 転 ナ デ ,そ の 他 :回転

l lall以 下

の砂粒 を

含 む

良好 青灰色

不 都 約 え ,

脚 部 約 %欠
損 ,三 方 に

1段 の 透 し

図4212 4G区 高邦
(須恵器)

口径118 外面 :回転ナデ,ケズリ

内面 :回転ナデ

l lllal以 下

の砂粒 を

含 む

良 好

外面 :黄灰色
内面 :淡灰色

外部のみ約
/久損

膠酎42-13 5F区 高杯

(須恵器)

口径(110)
底径(89)
器高 125

外部内面 :回転ナデ,ナ
デ,その他 :回転ナデ

211111以 下

の砂粒 を

含む

良好 紫灰 色

外 部 大 部

分 ,脚 部 約
1/2欠

損 ,三
方 に 2段 の

透 し ア リ

じ雪42-14 5F区 高芥
(須恵器)

口径(102) 外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ,ナデ

151111以

下の砂粒
を含む

良好 黒灰色

′分
方

，に
リ

必
部
３
ワ
都
ア

紳
大

，ア
都
寸

部
部
損
透
底
姿

不
脚
久
に
雰
剤

園璽42-15 4G区 高外

(須恵器)

内外面 :回転ナデ l mm以下
の砂粒を

合む

良好

面

面

外
内

暗褐灰色

淡黄灰色
郷部の一部
のみ残存

口¶42-16 4F区 高杯
(須恵器)

口径(115) 内外面 :回転ナデ l lul以 下

の砂粒 を

含 む

良好 淡黄灰色
外部の口縁

部の約X残
存

図42-17 7E区 高不
(須意器)

口径155
底径78
器高98

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ,ナデ

2 ml以 下

の砂粒 を

含む

良好 淡灰 色

外部約 1/8,

脚部約
1/e欠

損

屁受43-1 高邦
(須恵器)

ケ
ナ
転

，転

回

一ア
回

‥

ナ
‥
他

転

面

の

国
内

そ

‥
部

，

面

界

デ

外

，
ナ

部

り

，
デ

芥
ズ

デ

テ

211111以 下

の砂粒 を

合む

良好 青灰色

脚
ぼ
方
ワ

，
魁
９
ア

部
も

，
し

緑
と
損
透

口
部
欠
に

園酎43-2 3G区 高不
(須意器)

外部外面 :ヘ ラケズリ

その他 :回転ナデ

l Hml以下
の秒粒を

合む
良好 茶灰色

脚
ぼ
方
ツ

は
３
ア

部
も

，
し

縁
と
損
透

口
部
欠
に

D“ 43-3 4F区 高不
(須恵器)

外部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

0 5 HH以

下の砂粒
を含む

良好 決灰色

脚
ぼ
方
リ

，
は
２
ア

部
も

，
し

縁
と
損
透

口
部
欠
に

膠¶43-4 区

区

Ｆ

Ｆ

高邦
(須恵器)

外部内面 :回転ナデ,ナ
デ,そ の他 :回転ナデ

l lull以 下

の砂粒 を

合む

良好 青灰 色

脚
ぼ
方
リ

，
は
３
ア

部
も

，
し

緑
と
損
透

口
部
欠
に

図435 36 高不
(須恵器)

内外面 :回転ナデ i nlm以 下
の砂粒を

少々合む
良好 淡青灰色

口 縁 部 ,脚
首卜と も 夕ま?ゞ

欠 損 ′ 外 部
外 面 に X印

図43-6 4F区 高邦
(須恵器)

面

‥

内

他

部

の

不

そ

:ナデ

回転ナデ
l Hal以 下
の砂粒を

少々合む

良好 淡責灰色

口 緑 部 ′ 脚
音Eと も タエクぎ
欠 擦 ,3方
に 透 し ア ウ

ぼ酎43-7 5F区 高不
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ l nml以下
の砂粒を

少々含む
艮 好 淡褐灰色

脚下部のみ
約%残存

屁a48-8 5F区 高杯
(須恵器)

底径 (1213) 内外面 :回転ナデ lm以 下

の秒粒 を

合 む

良好

外面 :淡灰色
内面 :淡黄灰色

わ
３
透

み
　
′段
？

の
存
２
リ

部
残
に
ア

脚
泌
方
し

口壺43-9

4G区
3F区
4F区

高外
(須恵器)

底径(105) 内外面 :回転ナデ i nlnI以 下

の砂粒 を

合 む

良好

外面 :暗灰色
内面 :淡責灰色

脚 部 の み 約
2/a残 存 3方
に 透 し ア リ

図4310 36 5G区 高不
(須恵器)

底径(97) 内外面 !回転ナデ l II以下
の砂粒を

少々含む
良好 灰褐色

み
３
透

の
存
段
？

部
残
２
リ

下
％
に
ア

脚
約
方
し

図43-■ 36 5F区 高不
(須恵器)

底径 (138) 内外面 :回転 ナデ l mll以下
の砂粒を

少々含む
良好 黄灰 色

脚部のみ約
%残存

図4312 4F区 高不
(須恵器)

底径(123) 内外面 :回転 ナデ l IIla以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好 淡責灰色
脚下部の約
/残存
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挿図番号 出土地点 種  男H 法量 (cDI) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼成 色 詞 備  考

図 4313 4F区 高不
(須恵器)

底径(104) 内外面 :回転ナデ lll以下
の砂粒を
少々含む

良好 青灰色
脚部のみ約
%残存

図4314 高邦
(須忘器)

底径 (106) 内外面 :回転ナデ 1 51dlu以

下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好

面
面

外
内

黒灰色
暗灰色

脚部のみ約
%残存

屁雪48-15 4G区 高杯
(須恵器)

底径(38) 内外面 :回転ナデ 2411以 下
の砂粒 を

含む

良好

面
面

外
内

暗灰色
淡黄灰色

脚部のみは
ぼ残存

口q44-1 5G区 童
(須恵器)

日径93
器高127

胴下部,底部外面 :ケ ズ
リ,その他 :回転ナデ

2 alal以 下
の秒粒を
多く合む

良好 淡黄灰 色

日縁部の約
%欠損

口雪44-2 5F区 豆
(須恵器)

口径(47)
器高135

胴下部,底部外面 :ケ ズ
リ,その他 :回転ナデ

15皿以
下の砂粒
を含む

良好 暗黄灰色
口縁部か ら

頚部 にかけ
て約 %欠損

回邸44-3 5G区 壼
(須恵器)

口径(98)
器高139

部
リ

下
ズ

胴
ケ
一プ

底部外面 :ヘ ラ
その他 :回転ナ

下
を

以
粒

ｍ
砂
む

１
の
合

良好 淡黄灰色
2/s,肩 部 の

一 部 欠 損 ,

底 都 外 面 に

匡¶44-4
区
区

区

Ｇ

Ｆ

Ｆ
重
(須恵器)

口径(84) 胴下部外面 :ケ ズリ
その他 :回転ナデ

l lnal以 下
の砂粒 を

含 む

良 好 黒灰 色

回権k郡か ら

頚部 にか け

て約 2/A久 損

図445 4G区 壷
(須恵器)

口径(96) 内外面 :回転ナデ 2 alll以 下
の砂粒 を

含む
良好 色

色
灰

灰
黄

暗
淡

面
面

外
内

口縁部の約
兆のみ残存

図44-6 5G区 壼
(須恵器)

日8&(91) 内外面 :回転 ナデ 1_SEEl以
下 の砂 粒
を 多 く合
む

良好

外面 :淡青灰色
内面 :黄灰色

口縁部から
頚部の約/
残存

じ霊44-7 4HG付近 壷
(須恵器)

胴 下部 ,底部外面 :回転
ヘ ラケズ リ,そ の他 :回
転 ナデ

41111以下
の秒粒を
合む

良好

画
面

外
内

暗青灰色
淡黄灰色

胴部下半の
み残存

図44-8 5F区 豆

(須恵器 )

底部外面 :回転ヘラケズ
リ,その他 :回転ヨヨナ
デ

l IEm以 下
の砂粒を
合む

良好

外面 :暗褐灰色
内面 :暗紫灰色

胴部下半の
約%残存

回雪44-9 5G区 壼
(土師器)

胴部,底部内面 :回転ナ
デ,その他 :調整不明

l HIl以 下
の砂粒を
合む

良好 淡黄灰色
口縁部の一
部欠損

図4410 区

区
Ｆ

Ｆ
長頚壷
(須恵器)

口径(70)
底径(49)

寮り夢女5■萎口着日甕
合 部 :ナ デ ,そ の 他 :回

3m以下
の砂粒を
少々合む

良好

外面 :淡青灰色
内面 :淡黄灰色

に
条
た
る
リ

面
二
れ
よ
ア

外
が
か
に
文

部
端
分
具
突

頚
先
に
二
刺

図451 6F区 長頚童
(須恵器)

内外面 :回転ナデ O SIIn以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

史好 青灰色
頚部のみ約
1/2残存

図45-2 5F区 壷
(須恵器)

内外面 :回転ナデ l mla以 下
の砂粒を
多く合む

良好 灰褐色

頚 部 の 一 部
の み 残 存 ,

外 面 に 波 状
文 ア リ

優雪45-3 2F区 提瓶
(須恵器)

内外面 :ナデ l lal以 下
の秒粒を
合む

良好

外面 :責灰色
内面 :黄褐色

つ まみを含
む周辺部分
の 1片

図 45-4 4・ 5■付近 躍
(須恵器)

口径115
底径38
器高150

胴部外面 :ケ ズリ,底部
外面 :カ キロ,その他 :

回転ナデ

05411以
下 の秒 粒
を少 々合
む

良好 淡灰色

潤頚
濠
部
央

の
，に
胴
刺

部損
面

，に
リ

穣欠
外
文
面
ア

日％
部
状
外
〉

図455 4G区 選

(須恵器 )

口径(108) 内外面 :回転ナデ l ltlal以 下
の砂粒を
少々含む

良好 淡灰褐 色

み

，状

の
存
波

部
残
の
リ

緑
％
条
ア

ロ
約
１４
文

図45-6 4C区
5F区

建
(須恵器)

口宿豊(97) 内外面 :回転ナデ l Eull以 下
の秒粒を
少々含む

良好 淡黒灰色
5条の波状
文アリ

図457 5F区 躍

(須恵器 )

内外面 :回転 ナデ lm以 下
の砂粒 を

含む
良好

色
色

灰
褐

紫
責

暗
淡

面
面

外
内

口縁部片の
み残存

図 45-8 明
，中

辺
上

周
色

墳
褐

古
茶

選

(須恵器 )

底径(61) 胴下部外面 :回転ヘラケ
ズ リ,底部外面 :糸切 り
,その他 :回転ナデ

i nlE以 下
の砂粒を
合む

良好 黄灰色
胴部のみ残
存

優酎45-9 38 4E区 蕗
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ O SIwl以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好

外面 :青灰色
内面 :青紫灰色

肩 部 の 一 部
の み 残 存 ,

5条 の 刺 突
文 ア リ

屁m45-10 5D区 盛
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 5Etal以
下 の秒 粒
を少 々含
む

良好 黄灰色

肩 部 の 一 部
の み 残 存 ,

5条 の 波 状
文 ア リ
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挿図番号 写 真
出土地 点 種 別 法量 (clL) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

図4511 4G区 重蓋 ?

(須忘器)

基部径
11 2

天丼部,日 縁上部外面 :

ヘラ切 りの後ナデ,その
他 :回転ナデ

l ml以下
の秒粒を
少々含む

良好 黄灰色

口縁部から
底部の一部
のみ残存

図 45-12 4F区 短頚重
(須意器)

口径71
器高6.9

底部外面 :ヘ ラ切 りの後
ナデ,底部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

2 mL以 下
の秒粒を
多く合む

良好

外面 :暗青灰色
内面 :淡黄灰色

上半部の約
%欠損

図45-13 区

区
Ｇ

Ｆ
重
器

顎
恵

短
須

口径(80)
器高13.1

底部外面 :回転ヘラケズ
リ,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

3 Hm以下
の砂粒を
合む

良好

外面 :淡青灰色
内面 :淡黄灰色

全体の約%
残存

図45-14

区

区

Ｆ

Ｆ 有蓋壼
(須慮器)

胴下部,底部外面 :回転
ヘラケズリ,その他 :回
転ナデ

l ml以下
の秒粒を
多 く合む

良好 淡青灰色
頚部,胴部
の中央部久
損

図 461 提瓶
(須恵器)

口径81 内外面 :タ タキ lm以下
の砂粒を
少々含む

良好 青灰色
胴部の約

1/2

欠損

膠町48-2 5H区 重
(須恵器)

口径(21の 内外面 :回転ナデ 15皿 以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好

外面 :黒灰色
内面 :暗責灰色

口縁部のみ
残存

図 46-3 6G区 重
(須恵器)

内外面 :タ タキ i nal以 下
の秒粒を
少々合む

良好

外面 :黒灰色
内面 :責灰色

都

マ
片

央
カ
ネ

中
に

，

，面
片
一

存
外
ド
を

園町47-1 第 1ト レンチ
盛土中

豆
(須意器)

口径 (208) 内外面 :回転ヨヨナデ 2 nml以下
の秒粒を
少々合む

良好

色
色

灰
灰

淡
暗

面
面

外
内

口縁部のみ
約 1/5残存

図472 チンレ

区
卜
中

Ｇ
ｌ
土

５
第
盛

甕
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 1皿以下
の砂粒を
少々合む

良好

外面 :黄灰色
内面 :黄茶灰色

口縁部の一
部のみ残存

図478
第 1ト レンチ

2F区
4F区

莞
(須恵器)

口a監 (359) 肩部内外面 :タ タキ
その他 :回転ナデ

lm以 下
の砂粒 を

含 む

良好

色
色

灰
灰

淡
黄

面
面

外
内

つ
部
緑
渡

な
一　
口
に

い
の

，面

感
部
存
外

】
肩
残
都

図474 莞
(須恵器)

口径 (403) 肩部内外面 :タ タキ
その他 :回転ナデ

l lal以下
の秒粒を
合む

良 好 淡灰 色
部
面
と

一
外
文
リ

の

，状

ア

部
存
波
鰻

肩
残
に
方

図 47-5
5F区
5G区 魂

(須恵器)

口径(480) 口縁下部 :カ キロのナデ
けし,その他 :回転ナデ

lm以下
の砂粒を
少々含む

良好 暗青灰色
部 の み 義 存
外 面 に 波 状
文 と 沈 線 ア

図 48-1 7E区 杯身
(土師器)

底径(50) 底部外面 :回転糸切 り
その他 :回転ナデ

0 5EEll以
下 の秒 粒
を少 た含
む

良好 茶灰 色
底部から体
部の一部の
み残存

図 48-2 3D区 外身
(土師器)

底径 (61) 体部外面 :ヨ ヨナデ ?

その他 :調整不粥

O Smu以
下 の秒 粒
を少 々合
む

良好 赤茶色
底部から体
部の一部の
み残存

膠¶48-3 40 5P区 高界
(土師器)

外面 :ナデ
内面 :ナデ ?

0 51ml以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 淡黄灰色
脚 くびれ部
分のみ残存

じ雪48-4 4G区 高邦
(土師器)

内外面とも調整不粥 i nal以下
の秒粒 少
々含 む

良好 淡黄茶色

脚 くび れ 部
分 か ら不 T本

部 の 下 半 に
か け て 察 存

図48-5 4D区 莞
(土師器 )

口径(159) 内外面 :ヨ ヨナデ 4 EEl以下
の砂礫 を

含む

やや
不良 淡黄褐色

口縁部のみ
約%残存

口研48-6 4D区 壷
(土師器)

口径(1491 口縁接合部内面 :ケ ズリ
その他 :調整不明

O SIIIl以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 明黄茶色
口縁部の一
部残存

図487 4D区 豆

(上師器 )

口径(148) デ

ズ

ナ

ケ

0 5mll以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好 淡黄茶色
口縁部の約
1/3残

存

図48-8 4D区 壷
(土師器)

口径(164) （
‥
テ
内
ヨ

の
面
絲
‥

向
外
目
合
他

方
部
ケ
接
の

ヨ合
（緑
そ一券力一一″

肩
ケ
タ
デ
面
ヨ

05血以
の砂粒を
少々含む

良好 淡茶褐色

日縁部,肩
部の約%残
存

口璽49-1 40 5G区 鉄刀片

刃幅34
峯幅04
現存長35

銹化進む 須恵器甕片
に付着

図 50-1 3F区 石鏃

全長  25
最大幅 14

黒曜石製

図 50-2 4F区 石鉄

全長 21
最大幅13

安山岩質

-60-    ※ 法量中の ( )は推定復元値である。 (永井)
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V 三田谷 I遺跡 2区の調査

1.調査区の設定と層序

2区は,三田谷を入 り口部分から東に150mほ ど入った地点で,こ れより東側に位置する 1区 とは8

0mほ どの距離を置 く。所在は出雲市上塩冶町半分903番地 1お よび3105番地である。試掘により溝状

の遺構や遺物包含層が認められた約2500∬ を対象に本調査を実施することとなったが,こ の調査に先

立ち,第51図 のように現地を10m方限に区切って小調査区を設定した。軸線は,国土座標のX・ Y軸

に一致させ,南北軸を数字ライン,東西軸をアルファベットラインとした。一区画については南西隅

の交点名をもって呼び,遺構に伴わない遺物の取 り上げなどはこれによって行った。 2区の地形は ,

標高25m前後の低丘陵の北側斜面に当たるが,事業直前まで豚舎が建つなど,地形の改変が著しいと

苦8ド

?      1     54¶

第51図 三田谷 I遺跡 2区調査区設定図 (1:1000)
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ころであった。この地点の層序については,やや粘性のある赤褐色ない しは明茶褐色の地山の うえ

に,暗褐色土層 ,茶褐色土層 ,暗黒褐色土層などが堆積 していた。遺物は暗褐色土層を中心にほとん

どすべての堆積層から出上した。また,遺構は地山面において検出した。調査面積は,豚舎の屎尿処

理施設跡などに阻まれて最終2300Mで 終えた。

2.2区 検出の遺構

2区は,地形の改変が著しいところであったが,上坑墓 1(SX01),加 工段および濤状遺構 2

(SD01・ 02)を検出した。また,調査区南端では谷状地形が認められた。

SX01(第 53図 ,図版44)

調査区の中央やや西より

の緩斜面で検出した,ほぼ

長方形を呈した土坑である。

長さ1.8m,幅0.5m,深 さ

は検出面から最大で20clnを

測る。底面は平坦で,長軸

は北東から南西方向を向い

ている。北東壁近 くで土師

器 4点がほぼまとまって出

土した。 うち 3点は底面よ

りわずかに浮いた状態で ,

内面を上にしたかたちでし

かも少し重な り合いながら検出した。残る 1点は

底面からは少し離れて北東壁に倒れかかるような

状態で検出した。規模 ,形態,出土遺物から,土

坑墓と考えられる。

同出土遺物 (第54図 ,図版50)

1～ 4は 口径・器高ともほぼ同一の上師器で ,

底部外面には回転糸切 り痕が明瞭に認められる。

いずれも体部の立ち上が りは短 く逆ハの字状に外

傾し,端部は丸 く終わる。底部は体部に比べ肉厚

で,内面中央がやや盛 り上が り凸面状を呈してい

る。また,4点は胎土,焼成 ,色調も共通してい

る。

9

第53図  2区 SX01実 測図 (1:30)

1 黒褐色土層

2.暗褐色土層

3 明褐色土層

第54図  2区 SX01出 土遺物実測図 (1:3)
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第55図  2区 SD01・ 02及び加工段実測図 (1:120)
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1.黒茶褐色土層
2 茶褐色土層 (淡白黄色大粒地山ブロック少々含む,客土)

3 暗褐色土層 I

4 暗褐色土層 Ⅱ (1よ り粘性が強い)

5 黒掲色土層
6 茶褐色土層

2hDmば

2SXttn H

勁 F   F― ―――

暗褐色土層

黒褐色土層

茶褐色土層

2勘ド

1

2

3

4

5

6

7

暗褐色土層 (客土・極大地山ブロックを多く合む)

明茶褐色土層 (客上)

暗褐色土層 (客土)

黒茶褐色上層 (白 色細粒ブロックを少し含む)

茶褐色土層 (や や粒の大きい自色地山ブロックを合む

黒褐色土層 (1日 表土か ?)

茶褐色土層 (細粒白色地山ブロック微少含む)

1 褐色土層 (炭永化物微少粒を含む)

2 淡褐色土層 (炭水化物微少粒を含む)

O

第56図  2区 SD01'02及 び加工段土層断面図 (1:60)

加工段およびSD01'02(第 55。 56図 ,図版45～47)

調査区のほぼ中央で検出した遺構である。加工段は,東側から西側に傾斜する斜面を L字状に

カットしたもので,やや不整形ながら方形状の平坦面が作 り出されている。平坦面は南北方向に長

く,南北幅5.6m,東西幅2,9mを測る。この平坦面には盛土にも似たかたちで白色の地山ブロック

を含む黒茶褐色土層 。茶褐色土層が堆積していた。SD01は 加工段平垣面の南西側から南に向

かって検出した浅い濤で,不整形ながら弧状に認められた。南端は丸 く終わるが,北側はさらに伸

びていたものと推定される。確認した範囲で全長は8.3m,幅は下端で平均して0.9mを測る。深さ

は南側で標高25,7m,北側で同24.8mを測 り,傾斜がついている。SD02は 同 01から西側に約

2.6m離れて検出した浅い濤で,やはり弧状に認められた。全長9,Om,幅 は下端で1.Omを測 り,北

側はさらにのびていたものと思われる。深さは南側で標高25.4m,北側で同24.5mあ り, 01と 同

様に緩やかな傾斜がみられる。なお,こ のSD02の 南端付近には径 120clll,深 さ65clllの ピットが認

められた。これらの遺構の年代 。1性格については,出土遺物もなかったことから不明といわざるを

えない。
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谷状地形 (第 57・ 58図 ,図版48・ 49)

調査区の南西側で認められた濤で,傾斜面を東側から西側に

向かってわずかにS字状にカーブしながら下っている。この谷

状地形は周囲でみられた他の濤と同様に,一応自然の浸食作用

によってできたものと考えられるが,念のためここに記述して

おく。規模は,確認した範囲で長さが17m,中央での幅は 3m

あり,東端は後世の攪乱により大きくえぐられていた。また ,

西側はさらに伸びているものと思われる。出土遺物はいずれも

流れ込みのものと考えられるが,少なくとも4層以下の土層に

は須恵器 。土師器以外の遺物は認められなかった。須恵器は甕

片が最も多かったが,他に界・壷類もあり,なかには完形品に

近いものも出上している。ちなみに,以下で図示した遺物のう

ち,第 60図の 1～ 3・ 14・ 16,第61図の 1～ 4・ ■・17,第 62

図の 4,第 63図の 1・ 5。 6,第64図の 2・ 6,第 66図 の 7,

第67図 の 5,第 68図 の 1・ 2・ 10'11が この谷状地形から出土

している。

A――-                          265mズ

獅
―

―

＝

＝

―

―

測

1 褐色土層

2 褐色砂質土層
3 暗褐色土層 I

第58図
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4 暗褐色土層Ⅱ   7 暗茶褐色土層 I(粘性あり)

5 暗茶褐色土層   8 暗茶褐色土層Ⅱ
6 暗褐色土層Ⅲ (やや黄味が加わる)

2区谷状地形土層断面図 (1:60)

第57図  2区谷状地形実測図 (1:120)
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第59図  2区その他の出土遺物実測図 (1)(1:3)

3.2区 出上のその他の遺物

2区では,遺構に伴わないものの,多 くの遺物が出土した。遺物には須恵器 ,土師器 ,陶磁器 ,耳

環 ,石鏃などがあり,こ のうち最も出土量の多かったのは須恵器の破片である。出土地点は,調査区

のほぼ全域にわたったが,中でも多かったのは加工段およびSD01・ 02の北西側緩糾面 と,谷状

地形の周辺であった。加工段側では古墳時代後期の須恵器が,ま た,谷状地形周辺では奈良時代以降

の須恵器が多 く認められた。

須恵器郭類 (第 59～ 61図 ,図版51～ 53)

第59図 は,蓋外で身のうちに受け部を伴 うものである。蓋 1～ 9は ,天丼部の高いものとやや偏

平なものとがある。また,天丼部と口縁部との稜が丸 く突帯風に作 り出したもの (1～ 6)と ,2

条の沈線によって作 り出された鈍い段によって区分されたもの (7～ 9)と がある。このうち 1の

内面には軽い段が認められる。天丼部外面についてはいずれも回転ヘラケズリが施されている。身
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10～ 17も ,蓋 と同様に器高の高いものと,偏平なものとがある。受け部の立ち上が りはいずれも内

傾するが,前者は比較的その度合いが弱 く,後者はそれに比べ強い。

第60図 では,不蓋のうち天丼部につまみを有した り (1～ 14),あ るいは 1・ 2も 含め口縁内面に

返 りをもつもの (15～ 17),な いしは端部をかるく下方に折 り曲げたもの (18～20)を取 り上げた。

つまみには輪状のもの (1～ 11),ボ タン状のもの (12～ 13),偏平なもの (14)があるが,輪状のも

のにはさらに端部を単純に丸 く収めたもの (1～ 3な ど)と ,方形にして平坦面をもつもの (4・

5な ど)と がある。また,10。 11の ようにつまみの中にヘラ記号が認められるものもある。日縁内

面に返 りをもつものには,つ まみが輪状のもの (1・ 2)と ,偏平なもの (14)が ある。 17には宝

殊状のつまみが伴っていた可能性がある。なお,10。 13は壷の蓋の可能性も考えられる。

第61図 は,界のうち,高台付きのもの (1,5～ 20)や ,糸切 り底で無高台のもの (2・ 3,2

1),それに皿状のもの (4)を取 り上げた。高台付きのものは ,の ちにナデを加えた ものがある

が,明 らかに底部が糸切 りのもの (1・ 15),ヘ ラ切 りのもの (7・ 19。 20),回転ヘラケズ リを施

したもの (6)がある。高台は,直立気味のもの (1),「ハ」の字に広がるもので丸 く終わるもの

∠ 詮 塁    乳

≦
２０

当
‐９

9   1  10an

i 3)第60図  2区その他の出土遺物実測図 (2)(1
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第61図  2区その他の出土遣物実測図 (3)(1:3)
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ヽ
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(7～ 9な ど)や ,方形

に終わるもの (10～ 14),

また,ほ とんど高さを有

しないもの (19。 20)な

ど多様である。16～ 18の

底部外面にはヘラ記号状

のものが認められる。 4

は立ち上が りが短 く外傾

するもので,底部はヘラ

切 りののち粗 くナデて仕

上げられている。 この内

面には火ダスキ風の焼成

痕が認められる。

｀
¬F2生三|_____!lllさささくも6

第62図  2区その他の出土遺物実測図 (4)(113)

須恵器高杯類 (第 62図 ,図版54)

第62図 は,高外類であるが出土量は少ない。 1が外部,2～ 5が接合部,6～ 8が脚部 と考えら

れるものである。透かしは 2・ 3に認められる。 3の場合,2方向の透かしである。なお, 8は壷

の口縁の可能性も考えられる。

須恵器壺・甕類 (第 63～ 67図 ,図版54～ 58)

第63図 は,壷類の頚部と,胴部の全容がほぼ分かるものである。 1。 2は単純口縁で,端部に平

坦面を有する。 3は長頚壷の胴部かとみられるが,やや上位で肩がつき「く」の字に折れ曲がる。

肩のつかない 4は ,胴部が上方で張 り,丸みをもちながら底部に至る。胴部の調整は内面が回転ナ

デ,外面が丁寧な回転ヘラケズリを施す。底部は明瞭な平底で,回転台から取 りはず したのち(?)

粗 くナデを施す。 5は胴部の上位で明瞭な稜線がつ くが,肩部が丸味をもつのに対 しそれ より以下

は直線的である。器高に比べ,胴部の張 りが大きくやや偏平な感がある。調整は肩部以上が回転ナ

デ,それより以下は丁寧に回転ヘラケズ リを施すが,胴部下半の一部に平行パタキロ痕のごときか

すかな凸凹が認められる。回転ヘラケズ リの際に生じた痕跡であろうか。底部については,粗いナ

デが加わるものの,粘土板から成形したのち,回転台からそのまま取 り外したようにも見受けられ

る。 6は肩の稜線が暖味だがかな り上位で胴部が張るタイプのもので,底部にはわずかに開き気味

の高台がつ く。調整は胴部はほとんど回転ナデであるが,下端には格子状タタキロ痕を残 している。

底部はヘラ切 りののち,ナデを施している。
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第63図  2区その他の出土遺物実測図 (5)(1:3)
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第64図  2区その他の出土遺物実測図 (6)(1:3)
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第64図 は,醒を含む壷類の胴部・底部の破片と,短

頚壷 ,直 口壷を取 り上げた。胴部下方から底部にかけ   ′

た破片で, 1は平底のもの,2は高台付きのものであ  _

る。 3・ 4は壷の肩部の破片で,稜は明瞭,肩部は直

線的である。他の須恵器類に比べ胎土が精緻である。

5。 6は胴部の破片で,5は下方に内外面とも夕がキ

目を残している。 6は薄手で,3・ 4同様精繊な胎土

が注 目される。 7～ 10は醒の破片とみられ, 7は 口縁

部, 3・ 9は胴部で沈線と櫛状工具による連続刺突文

がみられ,10は胴部下方で底部は糸切 り痕を残してい

る。11～ 14は有蓋短頚壷で,11・ 12が蓋部,13。 14が

胴部であり,11と 13が セット関係にある可能性がある。

15～ 17は直口壷で,15の底部外面には「×」状のヘラ

記号が認められる。18'19は胴部から底部にかけた破

片である。

第65図 は,子持壷の破片とみられるものである。 2

区出上の 1点 (1)と ,付近で表採 した 2点 (2・

3)と を併せて図示 した。 1は脚部の破片とみられ ,

ぅオｒ卜上
　
　
、，

メ

一

0                     10gn

第65図  2区その他および周辺出土遺物

実測図 (7)(1:3)

透かしを有している。透かしは,その切 り口がナデ方向と少 し異なる点から考えると,三角形で

あった可能性がある。 2・ 3は子壷の部分で,2は肩がはっきりするが,3はやや曖味である。 2

は親壷との接合方法が分かる資料で,親壷に穿孔 し,その中に子壷をはめ込んで接合する手法がみ

られる。なお,2・ 3の採集地点は,2区 より丘陵を40mほ ど南に入った畑地である (第 6図 )。

第66・ 67図 は,壷・甕類の口縁部を中心にまとめたものである。

第66図 は, 1は 口縁部先端の平坦面にはさらに面取 りが施されている。 2・ 3は肩から胴部にか

けた破片で,2は外面格子状タタキ,内面同心円状ケタキとするが,3の内面は放射状のタタキロ

が認められる。 4～ 7は沈線と櫛状工具による波状文が施されている通有の頚部である。同じ頚部

でも9～ 11は特徴のある施文が施されていて注 目される。 9と 10はヘラ状工具を器面に対 して鋭角

に押し当てて施したとみられる連続刺突文が沈線とともに認められる。また,11は沈線を挟んで波

状文と先の刺突文とが施されている。 4～ 6は同一個体の破片であり,7。 11,9。 10も その可能

性がある。また,第67図 の甕類の頚部は外面に 1条から4条 の沈線 と波状文を施 したものである

´

:隠 :
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第66図  2区その他の出土遺物実測図 (8)(1:4)

が,波状文の描き方には 3の ように振幅のほとんどないものもある。 1・ 2,3・ 4,5

れぞれ同一個体と考えられる。

-74-

6がそ



鰻
薩
(喜

／

一

第67図  2区その他の出土遺物実測図 (9)(1:4)
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第70図  2区その他の出土

遺物実測図 (12)(1:2)

土師器類

(第68図 ,図版58)

土師器には ,外 ,高

外 ,甕 ,カ マ ド状のもの

などがある。 1～ 5はネ

である。 1。 2は平底

で,体部はわずかに外反

ぎみに立ち上がる。器肉
m  

は薄手で赤色塗彩されて
第68図  2区その他の出土遺物実測図 (10)

(1～ 9は 1:3,10～ 11は 1:4) 彰ヽる。 3・ 41ま体部が丸

みをもちながら立ち上がる。 3・ 5の底部には糸切 り痕が認められる。 6は単純口縁の甕片である。

7・ 8は高不で,7は内外面とも赤色顔料が塗られている。 9は台付界と考えられる。10は カマ ド

の破片かと思われ,11はその把手か,ま たは支脚の一部かと考えられる。

その他の遺物 (第 69。 70図 ,図版50)

第69図 は耳環で,鍍金の一部を残 している。第70図 は安山岩製の石鏃である。そのほか,黒曜石

と玉籠質の剣片が認められた。黒躍石には漆黒色のものと黒灰色のものがある。    (£ 谷)

0                     10cln

涸 ゾ 理 プ ⑫
‐②
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三田谷 Ⅱ遺跡 2区出土遺物観察表

挿図番号
票
版

写
図 出土地点 種  別 法量 (cl) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼 成 色 調 備  考

図541 SX-01 界

(土師器 )

口径76
器高16

底部外面 :回転糸切 り

その他 :回転ナデ ?

2 1all以 下
の砂粒を

少々含む

良好 淡赤褐色

全体の約/
欠損

β酎54-2 SX-01 不
(上師器)

日径74
底径39
器高15

底部外面 :回転糸切 り

その他 :回転ナデ ?

1 5Ha以
下 の 砂 粒
を 少 々合
む

良好 淡赤褐色

全体の約 1/9

欠損

図54-3 SX-01 界

(上師器 )

口径74
底径40
器高17

底部外面 :回転糸切 り

その他 :回転ナデ ?

1 5EIn以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好 淡赤褐色

全体の約
1/8

欠損

図544 SX-01 不
(土師器)

口径 40 底部外面 :回転糸切 り

その他 :回転ナデ ?

l alal以 下
の砂粒を

少々合む
良好 淡赤褐色

全体の約
1/3

欠損

図591 蓋ネ
(須恵器)

口径 (133)
器高45

天丼部外面 :ケ ズリ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

05m以
下 の砂 粒
を 多 く合
む

良好 淡灰 色

全体の約
1/2

欠損

E雪 59-2

6D区
5D区 蓋不

(須恵器)

口径(137)
器高47

天丼部外面 :回転ヘラケ
ズリ,その他 :回転ナデ

0 541al以
下 の砂 粒
を 多 く合
む

艮好

画
面

外
内

黄灰色
淡灰色

全体の約 1/s

欠損

図59-3 5E区 蓋邦
(須恵器)

天丼部外面 :ケ ズリ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

l IIll以 下
の砂粒を

多 く含む
良 好 暗言灰 色

口縁部ほぼ

欠損

図594
区

区

Ｅ

Ｄ 蓋不
(須恵器)

天丼部外面 :回転ヘラケ
ズ リ,天丼部内面 :ナデ

その他 :回転ナデ

0 5an以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 青灰色

全体の約
2/3

欠損

図59-5

6E区
5E区 蓋邦

(須恵器)

口宿&(126) 内外面 :回転 ナデ lm以下
の砂粒を

少々含む

良好 青灰色

全体の約
3/4

欠損

層璽59-6 6E区 蓋不
(須恵器)

口径(130) 内外面 :回転ナデ 0 51Hal以

下 の砂 粒
を 少 々合
む

良 好 青灰色

全体の約
1/5

残存

図59-7

6E区
5E区 蓋邦

(須恵器)

天丼部外面 :ケズ リ,天
井部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

0 54ul以
下 の 砂 粒
を 少 々 含

む

良好

外面 :青灰色

内面 :茶灰色

全体の約%
残存

回彗59-8 6E区 蓋不
(須恵器)

口径(509) 内外面 :回転ナデ 05Ш 以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良 好 茶灰 色

日縁部の約
1/8残存

図59-9 6E区 蓋ネ
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ 0511以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好 黒茶灰色

口縁 部の一

部 のみ残存

図5910
区

区

Ｅ

Ｅ 芥身

(須恵器)

口径107
器高37

底部外面 :回転ヘラケズ

リ,その他 :回転ナデ

l mu以下
の秒粒を

多く合む
良好

外面 :黄灰色

内面 :青灰色

全体の約%
欠損

屁亜59-11

6E区
5E区
5D区

不身

(須恵器)

口 径 (111)

器高(43)
底 都 下 半 外 面 !回転 ナ デ .

底 部 上 半 外 面 :ケ ズ リ ,

底 部 内 面 :ナデ ,そ の 他
:回転 テ デ

0 5mm以
下 の砂 粒
を 多 く合
む

良好 青灰色

全体の約
2/e

欠損

図5912
5D区
6E区
6D区

不身

(須恵器)

日径(129)
器高(44)

底部外面 :ケ ズリ,底部

内面 :ナデ,その他 :回

転ナデ

1 41tll以 下

の砂粒 を

少 々合 む

良好 暗灰 色

％
ラ
璧

約
ガ
窯
？

の

あ

着

体
損
質
付

全
欠

ス
片

図5918
6E区
5E区 外身

(須恵器)

器高 (410) 底部外面 :ケズリ,底部

内面 :ナデ,その他 :回

転ナデ

l lum以 下
の砂粒を

多く合む

良好

画
面

外
内

青灰色
淡灰色

全体の約%
欠損

図5914 6E区 杯身
(須恵器)

口径 (104) 内外面 :回転ナデ 0511以
下 の秒 粒
を 少 々含
む

良好 青灰色

口縁部の一

部分のみ残

存

図 5915 6E区 邦身

(須恵器)

口径103
器高35

底部外面 :回転ヘラケズ

リ,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

05111以
下 の 砂 粒
を 少 々 合

む

良好 黒茶灰色

全体の約χ
欠損

じm59-16 6E区 外身
(須恵器)

口ai(103)
器高(80)

底部外面 :回転ヘラケズ

リ,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

O SIIll以

下 の砂 粒
を 少 々含
む

良 好 黒茶灰 色

全体の約光
残存
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挿図番号 出土 地 点 種 別 法量 (∞ ) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼 成 色 調 備 考

図 5917
6E区
5E区
4D区

外身

(須恵器)

口a&(lo l) 内外面 :回転ナデ 以
粒

含

皿
砂

々

お

の
少

Ｏ
下

を
む

良 好 暗茶灰色
受部から体

部の一部の

み残存

図601 5F区 界蓋

(須恵器)

口径166
器高32

天丼部外面 :回転ナデ ,

天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

O Smln以
下 の秒 粒
を 多 く含
む

良好

外面 :暗青灰色
内面 :淡灰色

全体の約 1/8

残存

図60-2 5F区 外蓋
(須恵器)

口径 129
器 高32

体部外面 :回転ヘラケズ

リ,天丼部内面 :ナデ ,

その他 :回転ナデ

以
粒

含

Ш
砂

々

お

の
少

０
下
を

む

艮 好 暗灰 色

全体の約 1/3

残存

口m80-3 5F区 外蓋
(須恵器)

体部外面 :ケ ズリ,天丼

部内面 :ナデ,その他 :

回転ナデ

以
粒

合

ｍ
砂

た

わ

の
少

０
下

を
む

良好 淡青灰 色

全体の約/
残存

屁酎60-4 6G区 邦蓋
(須意器)

外面 :回転ナデ,内面 :

ナデ

以
粒

含

ｍ
砂

々

お

の
少

０
下

を

む

良 好 青灰 色

全体の約%
欠損

屁m60-5 イD区 界霊

(須恵器 )

天丼部外面 :ヘ ラケズ リ

天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

0 51un以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良 好 青灰色

つまみから

体部の一部
のみ残存

図 60-6 6F区 界蓋
(須恵器)

・・
デ

面

ナ

外

‥

回転 ナデ ?,内 面 以
粒

合

ｍ
秒

々

お

の
少

Ｏ
下

を

む

良好 青灰色

つまみから

体部の一部
のみ残存

図607 5E区 不蓋

(須忘器)

天丼部下半外面 :ケ ズ

リ,天丼部上半内面 :

ナデ,その他 :回転ナデ

0 5ma以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 茨青灰色
全体の約 1/3

残存

図608 5G区 ネ蓋
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ 05m以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 淡灰 色

天丼部の一

部のみ残存

E雪 60-9 6G区 不霊

(須忘器 )

天丼部下半外面 :ケ ズリ

天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

l mlu以 下
の砂粒を

少々含む
良好 淡灰 色

つまみから

体部の一部
のみ残存

図6010 5G区 豆蓋 ?

(須恵器)

外面 :調整不明,内面 :

回転ナデ
05m以
下の砂粒
を含む

良好

外面 :責灰色
内H:茶褐色

全体の約ヌ
残存

図6011 5G区 杯蓋

(須恵器)

天丼部下半外面 :ケ ズ

リ,天丼部上半内面 :ナ

デ,その他 :回転ナデ

0 5EIB以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 暗青灰色

全 体 の約
2/3

残 存 ,底部
中 央 に ×印

図6012 6F区 ネ蓋
(須恵器)

外面 :ナ デ O SIItl以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 淡黄灰 色

つまみのみ

残存

図 6013 6G区 郷霊
(須恵器)

天丼部外面 :ヘ ラケズ

リ,ナデ,天丼部内面 :

ナデ

以
粒

含

ｍ
砂

々

お

の
少

Ｏ
下

を
む

良好

面
面

外
内

明青灰色

責灰 色

天丼部の一

部のみ残存

図6014 区

区

Ｆ

Ｆ

界蓋

(須意器 )

日径■ 5

器高26
天丼部外面 :ケ ズリ,回
転ナデ,天丼部内面 :ナ

デ,その他 :回転ナデ

051E以
下 の 秒 粒
を 少 々 合
む

良好 暗灰色
全体の約 1/3

残存

図6015 4G区 邦蓋

(須恵器)

日径 (123) 天丼部内面 :ナデ,その

他 :回転ナデ

l alal以 下
の砂粒を

多く合む
良好

外面 :黄青灰色
内面 :責灰色

全体の約%
欠損

図61116 5E区 ネ蓋
(須恵器)

口a&(164) 口縁部外面 :回転ナデ ,

ケズリ,その他 :回転ナ
デ

0 5Hlffl以

下 の砂 粒
を 多 く合
む

良好 粥青灰 色

口縁部 の一

部 のみ残存

図 6017 不霊

(須恵器)

口径(121) 天丼部外面 :回転ヘラケ
ズ リ,その他 :回転ナデ

0 5mal以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好

外面 :黒灰色
内面 :黄灰色

天丼部から

口縁部の一

部のみ残存

図 6018 6F区 不蓋

(須恵器)

口縁部外面 :回転ナデ ,

ベラケズリの後ナデ,そ
の他 :回転ナデ

0 5mtl以
下 の砂 粒
を 少 々合
む

良好 青灰色

口縁部の一

部のみ残存

図 60～ 19 5D区 ネ蓋
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 5mll以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 青灰 色

口縁端部 の

一部 のみ残

存

図6020 5D区 邦蓋
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ O Sml以
下 の秒 粒
を少 々合
む

良好 茶灰色

口縁端部の
一部のみ残

存
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挿 図番号
真
版

写
図 出土地 点 種  別 法量 (cdl) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備  考

図611 5G区 高台付邦
(須恵器)

口径124
器高46
底径84

底部内面 :糸切 りの後ナ

デ,その他 :回転ナデ

lm以下
の砂粒を

多 く合む

良 好 暗青灰色

全体 の約 X
欠損

図61-2 5F区 不身
(須恵器)

口径112
器高38

底部外面 :糸切 り,底部

内面 :ナデ,その他 :回

転ナデ

0 5alal以

下の砂粒
を含む

良好 青灰色

歪 み ア リ

図 61-3 5E区 不身
(須恵器)

内外面 :回転ナデ O SEWl以
下 の 秒 粒
を 少 々 合
む

良好

外面 :黒灰色

内面 :茶灰色

口縁端部の

一部のみ残
存

図61-4 6F区 不身

(須恵器)

口8&153
器高1.8

後

回

‥

の
‥
他

り
面

の

切

内

そ

デ
部

，

テ
底

デ

・　
，
ナ

面

デ

，
デ

外

な

ア
ナ

部

い

ナ
転

底

粗
転

回

l mm以下
の秒粒を

多く含む
良好 淡黄灰色

全体の約
1/2

残存

図 61-5 5E区 邦身
(須恵器)

口径(177) 内外面 :回転ナデ l Hal以下
の秒粒を

多く含む
良好 暗灰色

全体の約
1/3

残存

優酎61-6 6G区 高台付邦
(須恵器)

底径103 底部外面 :回 転ヘ ラ切

り,底部内面 :ナデ,そ
の他 :回転ナデ

l mn以下
の砂粒を

少々含む
良好 淡灰白色

底部のみ残

存

図 61-7 6D区 高台付杯
(須恵器)

底径(88) 底部外面 :ナデ,ヘ ラ切

り,底部内面 :ナデ,回
転ナデ

lm以下
の砂粒を

少々合む
良好 淡灰色

底部から体
部の一部残

存

図 61-8 5G区 高台付不
(須恵器)

底径(83) 内外面 :回転ナデ 0 5alal以
下 の 砂 粒
を 少 々合
む

良好 青灰 色

底部の約%
残存

図 61-9 5F区 高台付邦

(須恵器)

底径 (6 4) 底部外面 :ナデ,その他
:回転ナデ

0_Snll以
下 の秒 粒
を 少 た合
む

良好 青灰色
底部の一部
のみ残存

図6110 5F区 高台付芥
(須恵器)

底径 (68) 外面 :回転ナデ,ヘ ラ切

り,内面 :回転ナデ,ナ
デ

O SIEll以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 暗灰色
底部の約

2/3

残存

図61-■ 5G区 高台付邦
(須恵器)

底径(92) 外面 :回転ナデ,内面
ナデ

O SIml以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 淡青灰色
底部の約χ

残存

Eζ 61-12 6F区 高台付邦
(須忘器)

底径(72) 内外面 :回転ナデ 0 51mll以
下 の 砂 粒
を 少 た 合
む

良好 淡灰 色

底部の一部
のみ残存

図 61■ 3 6D区 高台付外
(須恵器)

底径 (74) 内外面 :回転ナデ l alm以 下
の砂粒を

少々含む
良 好

面
面

外
内

黒灰色

淡灰色
底部の一部
のみ残存

図6114 6E区 高台付杯
(須恵器)

底径(83) 外面 :回転ナデ,テデ

内面 :ナデ

0 51wl以
下 の秒 粒
を少 々含
む

良好 茶灰色
底部の一部
のみ残存

屁霊61-15 5F区 高台付芥
(須恵器)

底径 (75) 外面 :回転ナデ,静止糸

切 り,内面 :ナデ

0 5nttll以

下の砂粒

を合 む

良好 青灰色
底部のみ残

存

図6116 6G区
6F区

高台付外
(須恵器)

外面 :回転ナデ,内面
ナデ

0 5EI以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 淡灰 色

底部のみ残

存

図61■ 7 5G区 高台付不
(須恵器)

外面 :回転ナデ,内面
ナデ

0 5fflfI以

下 の砂 粒
を少 々含
む

良好 青灰色
底部のみ残
存

図61■ 8 6F区 高台付芥
(須恵器)

外面 :回転ナデ,内面 :

ナデ

05m以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好 茨灰色

底 部 の み 残
存 ,裏面 端
に ヘ ラ きず

回賢61-19 5F区 高台付芥
(須恵器)

底径(92) 内外面 :回転ナデ , ナ デ l mIH以 下
の砂粒を

少々含む
良好 青灰 色

底部の一部
のみ残存

図 61-20 6E区 高台付杯
(須恵器)

底径 (100) 外面 :ナデ,内面 :回転
ナデ.ナデ

l alal以 下
の砂粒を

少々合む
良好 明青灰色

底部のみ残

存

図 61-21 5E区 杯身
(須恵器)

外面 :糸切 りの後ナデ ,

ナデ,内面 :回転ナデ

lm以下
の砂粒を

少々含む
良好 淡灰 色

底部の一部
のみ残存
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じ酎62-1 高不
(須恵器)

口径(166) 内外面 :回転 ナデ l IIll以 下

の砂粒 を

少 々合 む

良好 黒灰 色

全体の約X
残存

図622 6D区 高界
(須恵器)

外部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

0 5EIl以
下 の秒 粒
を少 々合
む

良好 淡灰色
脚部から芥
部の一部分
のみ残存

図623 6F区 高邦
(須恵器)

外部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

O SEull以
下 の 砂 泣
を 少 々 含
む

良好

外面 :暗灰色
内面 :淡灰色

脚 部 か ら杯
底 部 マこか け
て 残 存 ,2
方 に 透 し ア

図624 6G区 高芥
(須恵器)

不部内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

0 5EIl以
下 の秒 粒
を少 々合
む

良好

外面 :暗褐色
内面 :淡灰色

外部底部の
一部分のみ

残存

Dζ 62-5 7D区 高外

(須恵器 )

内外面 :回転ナデ ? 0 5alal以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好 茶灰色
郷底部のみ

残存

図62-6 8E区 高芥
(須恵器)

底径 (89) 内外面 :回転 ナデ O SIIll以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良 好 暗灰色
脚部下半の

み残存

図627 6D区 高外
(須恵器)

底径 (81) 内外面 :回転 ナデ 05a■ l以

下 の砂 粒
を少 々含
む

良 好 暗灰色
脚部下半の

み残存

層酎62-8 4F区 高ネ
く須恵器)

底径(102) 内外面 :回転ナデ O Smla以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 青灰色
脚部下半 の

一部分 のみ

残存

図 631 5F区 養
(須恵器)

口径(189) 内外面 :回転ナデ l lall以 下
の砂粒を

少々合む
良好 暗黄灰色

口縁部の約
%残存

屁368-2 6F区 壷

(須恵器)

口径(153) 内外面 :回転 ナデ 0 5EI以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 黒褐 色

口縁部の一

部分のみ残
存

図63-3 6C区 長頚重
(須恵器)

胴部最大径
(173)

胴部外面 :回転ヘラケズ
リ,その他 :回転ナデ

l nJll以 下
の砂粒を

少々含む

やや

不良
淡黄茶灰色

底部,頚部
欠損

図634 5F区 壼
(須恵器)

底径(98)
胴部最大径
(182)

底 部 外 面 :ヘ ラ 切 り の 後
紅 い ナ デ ′ 胴 部 下 半 外 面
iヘ ラ ケ ズ フ ,胴 部 上 半

外 面 :ヘ ラ ケ ズ リ の 後 方
デ ,そ の 他 :回 転 ナ デ

l EII以下
の砂粒を

少々合む

良好

面
面

外
内

淡灰色
青灰色 暑景奢憂狸

女 医 色 の 釉

図63-5 壺
(須恵器)

口径120
底径109
器高166

後

ケ
他

の

ラ
の

リ

ヘ
そ

切

‥
　

，

ラ
面

？

（
外

デ

‥
部

４

ア

面
胴
後

ナ

外

，
の
転

部
デ

リ
回

底

ナ
ズ

‥

4 11al以 下
の砂粒を

多 く合む
良 好 青灰 色

頚 部 の 約
1/3

欠 損 .肩 部
の 一 部 に 緑
色 和 が か か

図 63-6

6F区
5F区
6G区

重
(須恵器)

底径(109)
胴部最大径
(215)

底 部 外 面 :ヘ ラ切 りの後
ナ デ ,回転 ナ デ ,胴部 下
部外 面 :櫛 目状 タ タキ ,

そ の他 :回転 ナ デ

0 5all以
下 の砂 粒
を少 た合
む

良 好

外面 :黒灰色
内面 :青灰色

，底
欠

擦
ら
％

欠
か
約

部
部
の

頚
肩
部
損

図 64■ 6E区 壷
(須恵器)

底径 (111) 底部外面 :ヘ ラ切 り,胴
部下半外面 :ケ ズリ,そ
の他 :回転ナデ

l IIll以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好 青灰 色

底部から胴
部の一部の

み残存

図64-2 5F区
5G区

壼

(須恵器)

底径 (112) 底 部 外 面 :ヘ ラ切 りの後
ナ デ ,胴部 外 面 :ヘ ラ ケ
ズ リの後 回転 ナ デ ,そ の
他 :回転 ナ デ

0 54ul以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 暗灰色
底部から胴

部にかけて

約%残存

図64-3 壷蓋
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 5Hal以
下 の秒 粒
を 少 々含
む

良好

外面 :責茶灰色
内面 :淡灰色

天丼部の一

部分のみ残
存

け雪64-4 6E区 豆

(須恵器 )

内外面 :回転 ナデ 0 54ul以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良 好 明灰 色

肩 部 の一 部

のみ残存

区こ64-5 6E区 壷

(須恵器)

内外面 :回転ナデ,タ タ
キ

05u4以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好

外面 :黄暗灰色
内面 :紫青灰色

肩部の一部
分のみ残存

膠q64-6 6F区 重
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ l lull以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良好

画
面

外
内

黄灰色

暗灰色
肩 部か ら胴

部 の一 部分

のみ残存

優q84-7 5E区 選

(須恵器)

口径(114) 内外面 :回転ナデ 0 54ull以
下 の砂 栽
を少 々含
む

良好 暗青灰色

口縁部の約
ス残存
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図64-8 慇

(須恵器 )

内外面 :回転ナデ l alal以 下
の砂粒を

少々含む
良好

外面
内面

色
色

灰
灰

青
紫

肩部の一部
分のみ残存
刺突文アリ

図649 7F区 甦

(須恵器)

内外面 : l Hul以 下
の砂粒を

少々合む
良好 青灰 色

肩 部 の 一 部
分 の み 残
存 ,刑突 文 ,

一 条 の 沈 線

図6410 6F区 建
(須恵器)

底径(60) 底部外面 :糸切 り,その

他 :回転ナデ

05411以
下 の秒 粒
を 少 々含
む

良好

外面 :黒灰色
内面 :暗灰色

底部から胴

部下半の一

部のみ残存

図6411 6E区 壷蓋

(須恵器)

口径101
器高44

天丼部外面 :回転ヘラケ
ズリ,天丼部内面 :ナデ

,その他 :回転ナデ

0 54ul以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好

外面 :暗青灰色

内面 :淡黄灰色

全体の約%
欠損

図6412 5E区 豆霊

(須恵器 )

日径(116) 内外面 :回転ナデ 0 51wa以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好

外面 :黒灰色

内面 :淡青灰色

口縁部の一

部分のみ残

存

図6413 6E区 豆

(須恵器 )

口径73
器高■ 0

底部,胴部下半外面 :回

転ヘラケズ リ,その他 :

回転ナデ

l mll以 下

の砂粒 を

少 々含 む

良 好

外面 :黒灰色
内面 :灰色

全体 の約 %
欠損

図6414 6E区 壷

(須恵器)

口径71
器高108

底部,胴部下半外面 1回

転ヘラケズリ,その他 :

回転ナデ

l II IIl以 下
の砂粒を

少々含tf

良 好

外面
内面

色
色

灰
灰

黒
責

全体の約%
欠損

図64-15 6E区 壷

(須恵器)

口径100
器高127

底 部 外 面 :ヘ ラ タ ズ ジ ,

胴 部 下 半 外 面 ケ ズ リの 後
ナ デ ,そ の 他 :回転 ナ デ

l IIIIl以 下
の砂粒を

少々含む

良好 淡灰色

全 体 の 約 /4
欠 額 ,底 部
外 面 に X印

図 6416 6E区 壼

(須恵器)

口径90
器高125

底部,胴部下半外面 :ケ

ズ リ,その他 :回転ナデ

141以 下
の砂粒を

少々含む
良好 青灰色

全体の約%
欠損

膠欝64-17 6G区 豆

(須恵器 )

日徊蛋(92) 内外面 :回転ナデ l IIlal以 下
の砂粒を

少々含む
良好 暗灰色

口縁部の約
%残存

図6418 6E区 重

(須恵器)

外面 :回転ヘラケズリ,

回転ナデ,その他 :回転
ナデ

0 5HIB以
下 の砂 粒
を 少 々合
む

や
良

や
不

面
面

外
内

黒灰 色

灰色

肩部から胴

部の約妬残
存

図6419 6G区 重

(須恵器)

底径(47) 底部,胴部下半外面 :回

転ヘラケズ リ,その他 :

回転ナデ

O SIIll以

下 の砂 粒
を 少 々合
む

良 好

外面

内面

色

色
灰

灰

淡

黄
底部から胴

部の約χ残
存

図651 6G区 子持壼

(須恵器)

面

面

外

内

タテ方向のナデ ,

指頭圧痕ナデ
1 41dl以 下
の砂粒を

少々合む
R好

外面 :黒灰色

内面 :暗灰色
透し部分の

一部残存

優酎65-2 子持重
(須恵器)

子重胴部最
大径 (82)

親壷胴部内面 :タ タキ ,

子壷内面 :ナデ,その他
:回転ナデ

l IEm以 下
の砂粒を

少々含む
良 好

面
面

外

内
暗褐灰色

黒灰色

％
部
存
合
圧

約
周
残
接
頭

の
芝
部
の
指
ワ

萱
規
一芝
に
ア

子
と
の
子
部
痕

図653 子持壷

(須恵器 )

子壷胴部最
大径 (65)

親重胴 部 内面 :タ タキ ,

子壼 内面 :ナ デ ,そ の他

:回転 ナデ

l IEal以 下

の砂粒 を

少 々合 む

良 好 淡 白灰 色

部
先
く
残

胴
と
除
分

の
部
を
都

壷

一
部
壷

親
の
端
子
存

図661 4F区 壷
(須恵器)

日径(182) 肩部内面 :タ タキの後ナ

デ消し,その他 :回転ナ

デ

O SIEIH以

下 の砂 粒
を 多 く合
む

良 好

外面 :黒茶褐色

内面 :黒灰色

口縁部 か ら

肩部 の一 部

分のみ残存

図662 6F区 甕
(須恵器)

月同部 外 面 :タ タ ■ の 後 ヨ
ヨ ナ デ ,月同部 内 面 :夕 ´

キ の後 ヨ ヨナ デ 消 し ,そ
の他 :回転 ナ デ

l all以 下
の砂粒を

少 含々む
艮 好

外面 :暗黄灰色
内面 :青灰色

胴部上半都
の一部分の
み残存

図663 6F区 養
(須恵器)

内外面 :タ タキ O SIEIH以
下 の秒 粒
を 少 た合
む

良好

外面 :淡黄灰色
内面 :淡灰色

胴部の一部
分のみ残存

屁雪66-4 5D区 憂
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 05111a以
下 の 砂 粒
を 少 々 含
む

良好

外面
内面

色
色

灰
灰

青
茶

口 緑 部 の 一
部 分 の み 残
存 ,外 面 に

屋ζ66-5 56 5D区 奏
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 5aHH以
下 の 秒 粒
を 少 々 含

む

良好 青灰色

頸
み
面
沈
支

の
外
の
状

部
部
　
数
波

縁
一存
複
，リ

ロ
の
残
に
篠
ア

図 66-6 56 6D区 養
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ 0 5ma以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良 好 青灰色

部

′条
波

一
存
２
と
リ

の
残
に
線
ア

部
み
面
沈
文

頚
の
外
の
状
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図667 5G区 甕
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ 0 54ul以
下 の 秒 粒
を 少 々 含
む

良好

外面 :青灰色
内面 :黄灰色

口 緑 部 の 一
部 の み 残

存  外 面 に

渡 状 文 ア ツ

図66-8 第10ト レンチ 菱
(須恵器)

内外面 :回転ナデ

慈少 含々 良好

外面 :黒灰色

内面 :黄灰色

残
に
沈
文

一一
沖
紳
非

部
存
２
線

図669 8E区 養
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 5EIl以
下 の 砂 粒
を 少 々 合

む

良好

面
面

外

内
淡青灰色

茶灰色

図6610 8E区 甕
(須恵器)

内外 面 :回転 ナデ

良好

外面 :淡青灰色
内面 :茶灰色

の み 残 存 ,

外 面 に 3条
の 沈 線 ,連
続 刺 突 文 ア

図 66■ 5F区
4F区

甕
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 51ala以
下 の砂 粒
を少 々合
む

良 好

外面 :青灰色
内面 :黄茶灰色

部

佐

の
状

部 の 一
努
」

，
３ 条
弾

洵

頚
の
外
条
洗
甘

Dm66-12 6E区 甕
(須恵器)

胴部外面 :ハ ケロ,胴部
内面 :タ タキ,その他 :

回転ナデ

l HIH以 下

の砂粒 を

少 々合 む

良好

外面 :青灰色
内面 :茶灰色 岬

韓
リ

頚
の
存
３
と
ア

図671 5F区 養
(須恵器)

内外面 :回転ナデ l mlu以 下
の砂粒を

少々含む
良好

外面 :青灰色
内面 :茶灰色

口 緑 部 の 一
部 の み 残

=,外
面 に

波 状 文 ア リ

図672 5F区 奏
(須恵器)

内外面 :回転 ナデ 0 5Ell以
下 の砂 粒
を少 々含
む

良好

外面 :青灰色
内面 :淡黄灰色

頚 部 の 一 部
の み 残 存 ,

4条 の 沈
線 ′ 渡 状 文

図673 第 6ト レンチ 甕
(須恵器)

内外面 :回転ナデ l all以 下
の砂粒を

少々含む
良好 暗青灰 色

最骨登部雰
の み 秦 存 ,

農,観斐

図674 6F区 莞
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 054u以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 青灰色

頚
分

，線
ア

部
存
沈
文

部

一
残
の
状

緑
の
み
数
波

口
部
の
複
と

図67-5 6F区 義
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 05411以
下 の 砂 粒
を 少 々 合
む

良好 青灰色

嶼
分

，線
ア

部
存
沈
文

部
一
残
の
突

巖
の
み
条
期

回
部
の
４
と
リ

図 67-6 6F区 甕

(須恵器)

内面 :回転ナデ,外面
指押圧痕の後回転ナデ

0 5all以
下 の 砂 粒
を 少 々 含
む

良好 黒褐色 ξ集ム金森
と 波 状 文 ア

区酎67-7 7C区 養
(須恵器)

内外面 :回転ナデ 0 5Hl以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 暗青灰 色
激 蜃 量 碁 琴
1条 ,3条
の 沈 線 と 波

図678 4F区 甕
(須恵器)

預

回

ナ

，後

転

キ

の
回

夕
痕

…

夕
圧
他

‥
頭

の

面

指

そ

外

‥
　
，

内

面

デ

部

内

ナ

胴

部
転

デ

0 5HIl以
下 の砂 粒
を 少 々含
む

良好 黒灰色

頚 部 ,胴 都
の 一 部 分 の

み 残 存 ,1
条 の 沈 線 と

渡 状 文 ア リ

図681 6F区 不身
(土師器)

口径■ 0

器高38
内外面 :回転ナデ 2 SIll以

下 の秒 粒
を 少 々合
む

良好 淡赤褐色
全体の約%
残存,赤色
塗彩アリ

¢雪68-2 6F区 不 身

(土師器 )

口径■ 0

器高32
内外面 :回転 ナデ 以

粒

含

ｍ
砂

々

、

の
少

１
下

を
む

良好 淡赤褐色
全体の約%
残存

εζ68-3 6F区 界 身

(上師器 )

底部外面 :回転糸切 り,

その他 :回転ナデ

l a ll以 下
の砂粒を

少々合む
良好 淡赤褐色

全体 の約
1/3

残存

図684 6F区 外 身

(土師器 )

内外面 :回転ナデ O SII以
下 の秒 粒
を 少 々含
む

良好 赤茶色

日縁部 の一

部 分のみ残

存

図68-5 6E区 外身

(上師器)

.底径 52 底部外面 :回転糸切 り,

その他 :回転ナデ

0 5Hl以
下 の 砂 粒
を 多 く合
む

良好 赤茶色
底部のみ残

存

図 68-6 6G区
〈土師器)

内外面 :ヨ ヨナデ ? 0 5all以
下 の 秒 粒
を 少 々 含
む

良好 茨責褐色

口縁部の一

部のみ残存

屁¶68-7 高不

(上師器 )

内外面 : 手 ゴネに よるナ 0 5El以
下 の 秒 粒
を 少 々 含
む

良好 淡赤茶色

脚 部 の み 残
存 ,部分 的
に赤 色 塗 彩
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挿 図番 号
写 真 出土地点 種 】H 法量 (cal) 手 法 の 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備  考

膠璽68-8 6G区 高不
(上師器)

内外面 :調整不明 0 5nlal以
下 の秒 粒
を 少 々合
む

良好 淡黄 色

外部底部の

み残存

回酎68-9 5E区 高杯
(土師器)

底部57 底部 :回転糸切 り?その

他 :回転ナデ

0 5nIE以
下 の秒 粒
を 少 々合
む

良好 赤茶色
脚部のみ残
存

図6810 58 7G区 電 ?

(上師質)

外面 :調整不明,内面
ヘラケズリ

lm以下
の砂粒を

少 含々む
良好 赤茶褐色

全体の約X
残存

図6811 7G区 支脚 ?

(上師質)

内外面 :調整不明 l Jull以 下
の砂粒を

含む
良好 赤茶褐色

把手部分の

み残存

図6併 1 耳 環

最大径21 金
表
が
銅

鍍
器
れ

，

に

，荒

い

側
る
の
し

内
残
面
著
製

図 70-1 6F区 石鏃

全長 23
最大幅15

安山岩質

※ 法量中の ( )は推定復元値である。   (永  井)
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Ⅵ

遺跡の位置と調査の概要

上 沢 I遺 跡

平成 5年度の斐伊川放水路発掘調査では,三田谷 Ⅱ遺跡 Ⅱ区等の全面発掘調査と並行 し,斐伊川放

水路開削予定地内の遺跡の範囲を確認するための トレンチ調査を行なっている。 トレンチ調査は,開

削部全体の内,西側約 2/3の地域を対象に,分布調査でマークした要注意箇所を, 1～ 31の地点に

分け,それぞれについて行った。このうち,30地点では,土坑 1基が検出されたものの,遺物は見ら

れなかった。しかし,付近の丘陵や ,水田部での トレンチも含め,他に遺構が見られなかったことか

ら,急遠全面発掘を行 うこととした。

土羨を検出した位置は,出雲市上塩冶町2874番地にあた り,名称は,字名から上沢 I遺跡とした。

調査面積は約40Mで あった。

上沢 I遺跡は,標高約45mの丘陵上に位置 し,遺跡南側の水田部からの比高差は約30mを測る。遺

跡の北側には,近世に開削された間府川が見られるが,斐伊川と神戸川のちょうど中程に位置するた

め,付近に大きな河川は見られない。遺跡の位置する丘陵は,出雲市上塩冶町管沢から東へ延びる小

丘陵で,大津町長者原で一旦途切れた後 ,南側の山塊に続 く。

出雲市上塩冶町は,神戸川に近い西方では,上塩冶築山古墳・上塩冶横穴群 。三田谷遺跡などが知

られてお り,遺跡の密度が高い地域である。しかし,東方にあたる上沢 I遺跡周辺では,奈良時代の

住)                          9)
火葬墓と言われている菅沢古 墓 ,同 じく奈良時代の寺院跡と考えられる長者原廃 寺 以外の遺跡はほ

とんど知られていない。

第71図  上沢 I遺跡位置図 (1:25000,国 土地理院今市 )
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第72図  上沢 I遺跡の位置とその周辺の遣跡 (1:10,000)
1.上沢 I遺跡 2.菅 沢古墓 3.長 者原廃寺

上沢 I遺跡の在る丘陵は,東西に 2つのピークを持ち,どちらも非常になだらかである。東側のピ

ークでは,平坦面を中心に トレンチを設定し,採上の跡地と見られる加工面を検出したが,明確な遺

たが,明確な平坦面は見られなかった。

ピークを中心に四方に トレンチを設定

し,掘削した結果 ,ピーク付近南側斜面

から,平面円形の上坑 1基 (S K01)を

検出した。他の トレンチも含め,遺物が

全 く出土しなかった点,地表面の観察か

ら,遺構が大きな広が りを持たないと考

えられる点等か ら,単独の遺構 と判断

し,当該 トレンチを約10∬拡張し,全面

発掘を行なった。

2.遺構の概要

S K01は ,平面長円形を呈し,長径約

169cln,短径約138cln,深 さ約68cmで あ

る。壁面は,焼けて赤変してお り,埋土

内には多量の炭が含まれていた。表上下 第73図  上沢 I遺跡 トレンチ配置図
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表土

赤黄色土 (細かい砂状)

赤色土 (焼土)

炭化物層

明褐色土 (白 色の粒を多く

含む,地山の土か ?)

地山,赤褐色砂質土 (白 色
ブロックを多く含む,砂岩

質 ?)

黄褐色土 (赤みがかった部

分を含む)

淡褐色土 (撹乱土か ?)

赤褐色土 (6よ りもわずか
に暗い)

層には,赤褐色砂質土と焼

土と考えられる赤色上が堆

積 しており,その下に炭化

物が見られる。庚化物層下

層からは,拳大の礫を検出

したが,床面からわずかに

浮いており,火を受けた形

跡も見られなかった。この

礫は,地山崩落土と考えら

れる明褐色土に含まれてお

り,土坑の機能焼失後に ,

上方から流れ込んだものと

考えられる。

3.小結

S K01は ,多量 の戊化

物 ,焼土層を含む点 ,壁面

が焼けている点などから ,

火を使用する施設と考えら

れる。また,床面と炭化物

層の間に地山崩落土と思わ

れる土が含 まれている点

や,焼土層が床面から離れ

た高い位置に有ることなど

から,S K01の機能時には

天丼や壁面を構築していた

ものと思われる。 S K01の

性格については,炭焼き窯

0                  2m

第74図 上沢 I遺跡SK01実 測図 (1:80)

であった可能性が考えられるが,周辺に遺物が見られないため,遺構の時期も含め,特定できない。

(林 )

註 1 池田満雄「菅沢古墓」『島根県埋蔵文化財調査報告書第Ⅲ集』島根県教育委員会 昭和46年

註 2 池田満雄「古代寺院跡」『出雲 。上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財調査報告』島根県教育委員会昭和55年
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めとまⅦ

以上,二つの遺跡の調査概要を述べてきたが,最後にこのうちの三田谷Ⅱ遺跡において認められた

遺構 。遺物について,その時期および特徴をまとめてみることにする。

1.塩構について

まず ,古墳 (SX01)に ついて整理しておこう。本古墳は三田谷の丘陵斜面に築かれた山寄せの

古墳で,内部構造として横穴式石室を有する,径 14m前後の円墳と推定される。石室の規模は,不明

な部分が多いが,羨道部が現存長2.2m,最大幅0.9mを測 り,玄室部は羨道側での幅が1.25mで ,長

さは 3m前後と推定される。石室の構築方法は,羨道部や残石をみる限りは少なくとも切石と自然石

を併用して築造したものと考えられ,その積み方には切組積み手法の可能性もある。また ,石室の平

面形は,玄室床面の痕跡やその掘 り方および残石の配置からすると,縦長プランでしかも羨道部側に

向かって狭 くなる羽子板状を呈していたと推定される。築造時期を出土遺物から検討すると,須恵器

(1)                                           (2)

不身片 (第 24図 -1)は ,山本清氏の須恵器編年 では第 3期の特徴をもち,ま た陶邑編年 に照らせ

ばT K43型式に比定できるように思われる。これからすれば,古墳時代後期の,お よそ 6世紀後葉か

ら7世紀初頭にかけた時期に築造されたものと推定できる。

この古墳を神戸川下流域に分布する他の横穴式石室を有する古墳と比較すると,石室の規模では刈

0)

山 4・ 5号墳 の横穴式石室に近い ものがあ り ,小 規模な方に ランクす ることがで きる。 また ,石室

“

)

の構築方法についてみると,上塩冶築山古墳,放れ山古墳,刈山 4号墳,同 5号墳の石 室 に類似して

いると考えられる。これら4古墳の石室形態は,近年の出雲西部における横穴式石室研究では 3大別

6)

された中での 2類にまとめられているが ,本古墳 もこの種の一例 として理解 して よいであろ う。羽

子板状の平面プランも,こ の類型のうちの上塩冶築山古墳,放れ山古墳の石室に共通するものである。

次に,土坑墓ほか (1区 SX02～ 04。 SK01～ 05,2区 SX01)に ついてまとめてみよ

う。まず,こ れらが営なまれた時期についてみると,2区のSX01を除けば伴出遺物である須恵器

はいずれも山本清氏編年の4期以降に相当し,陶邑編年ではT K217型 式以降の特徴を備えている。

また,こ れを飛鳥編年に照らせば,SX02が 飛鳥Ⅱ,SX03が 飛鳥1,SX04が 飛鳥Ⅲないし

Ⅳ,SK01が 飛鳥Ⅱ,SK03が 飛鳥 IないしⅢ,SK05が 飛鳥Iに比定できるように思われる。

16)

これを実年代でいえば,おおよそ 7世紀代のうちに営まれたと推定されよう。

遺構の性格については, 1区 SX02～ 04は規模 ,形態 ,出土遺物から土坑墓と考えた。また ,

SK02・ 03も規模 ,形態,覆土などを総合的に考えるとその可能性があるように思われる。これ

らは素掘 りの簡素な形態のもので,規模も小さいのが特徴である。副葬品に関 しても数点の須恵器
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か,他にあっても刀子が伴 う程度であり,その内容は極めて貧弱であるといえる (SK02が 土坑墓

であるとすると副葬品が伴わないものがあることになる)。 また,こ れらの存在形態についてみると,

検出時の遺構の配置状況をみる限 りでは,密に存在するというよりも散在的といったほうが適当のよ
に)

うである。この時期のものと確認された土坑墓の調査例は少ないが,松江市古曽志遺跡群の例 や岡
僧)

山県津山市金井別所遺跡の 例 でも単独ない しは数基で存在 していることを考え合わせ る と, この時

期の土坑墓の在 り方 としてはこうした状態がむ しろ一般的であったのかもしれない。

1区 SK01と 05は ,方形状の平面プランをと りながら部分的に濤やピットが伴 うなど,先の土

坑墓 とは様相を異にするものである。出土遺物は, 01では須恵器芥 ,高外 ,董があ り, 05では須

恵器外 ,甕が認められた。 このような遺構はいまのところ他に例がみられず性格について特定す るこ

とはできないが ,特異な形態や遺物の器種構成な どか らすると,住居跡 とも異なるようであ り,何か

特殊なものとして造 られたとみるのが適当ではないだろ うか。
0)

なお,2区検出の土坑墓 (SX01)の 場合は ,松江市中竹矢遺跡 Ⅳ区出土遺 物 や簸川郡斐川町西

⑩
石橋遺跡土坑墓出土遺 物 を参考にすると,伴出の上師器 4点はお よそ 12・ 13世紀 ごろの ものではな

Qゆ

かろ うか と推定 される。 この時期を前後す る土坑墓の例をあげると,県下では松江市長峯遺跡土坑

墓 (10世紀前半),同市上本庄町的場遺跡土坑墓 (12世紀後半),斐川郡斐川町西石橋遺跡土坑墓 (12
Qり

世紀)が知 られる程度である。 時期が判然 としないが ,古代末期から中世にかけた時期 の簡素 な土

坑墓の一例を加えたことになろ う。

遺物について

1区 。2区からは,遺構には伴わないものの須恵器 ,土師器 ,陶磁器 ,石器 ,鉄刀片 ,耳環などの

遺物が出上した。このうち最も量が多かったのは須恵器である。ここではこの須恵器について整理し

ておこう。

まず時期についてであるが,外・高外類では第39図 1～ 5の外蓋 (高必),第40図 1～ 26お よび第5

9図 1～ 17の外蓋身,第42図 1～ 12の 有蓋高不は,山本清氏編年の第 3期の段階に相当するものであ

る。陶邑編年ではおよそT K43型式のものに比定できることから,6世紀後棄から7世紀初頭の時期

が考えられる。また第40図 -27・ 28の外身はT K209。 217型式に相当し,7世紀前半とみられる。第

42図 -16。 17の 高外もおよそこの時期の中におさまるものと推定される。これ以外の須恵器は,山本
Q31

清氏の編年ではすべて第 4期以降の特徴を有するものである。出雲国庁跡編 年 に照 らしなが ら時期

を推定すると,第41図 -1お よび第60図 -1・ 2の外蓋は第 1形式に相当し7世紀末以前 ,第 41図―

2～ 4の外蓋は同 2・ 3形式に相当し7世紀末から 8世紀前半にかけて,第 41図 -10'Hお よび第61

図-2,3の 外は同第 3・ 4形式に相当し8世紀でもやや後半代 ,第60図 -18～ 20の外蓋端部は同第

-88-



4形式以降とみられ 8世紀後半以降,第61図 -4の皿は第 5形式に相当し9世紀初頭 といった時期が

考えられる。また ,第 61図 -1の 外は 8世紀後葉から 9世紀初頭のものではなかろ うかと推定さ

⑭

れる。

壷・寮類については,第 44図 -1～ 6・ 9お よび第64図 -15～ 17の直口壷 ,第44図 -10の長頚壷 ,

Qorl

第45図 -4～ 6の醒 ,第45図 -11～ 13お よび第64図 -11～ 14の 有蓋短頚壷は,高広遺跡編 年 を参考

にすれば,同 I ttAな いしBに相当し,6世紀後葉から7世紀初頭の時期のものと考えられる。ま

た,醒のうち第45図 -8お よび第64図 -10は ,同 Ⅲ期Bに相当し, 7世紀末から8世紀前葉にかけて

が考えられる。第46図 -2,3の 壺は,溶着した外蓋が陶邑編年 T K43型式併行期のものとみられ ,

6世紀後葉から7世紀初頭が考えられる。第46図 -1の提瓶 ,第 47図 -2～ 5の甕,第65図 -1～ 3

Q0

の子持壷もこれとほぼ同じ時期のものかと思われる。 第63図 -3の長頚壷は, 7世紀代のものであ

ろうか。第45図 -14の 有蓋壷および第63図 -4～ 6の壷は,当地での類例があまり知られないが,お
⑪

およそ 8。 9世紀代のものではないかと推定される。

こうしてみると,三田谷 I遺跡出上の須恵器は, 6世紀後葉からおよそ 8。 9世紀代の時期のもの

が認められる。次に,こ れらの須恵器について気の付いた点を二 ,三挙げて終わ りにしよう。

6世紀後葉から 7世紀初頭にかけた須恵器について注目してみると,こ の時期のものには蓋界をは

じめ高芥 ,醒 ,有蓋短頚壷 ,長頚壷 ,直 日壷,子持壷,提瓶などがあり,器種が豊富である。これら

一群の須恵器は,他の遺物に鉄刀片や耳環があることなどを考え合わせると,古墳の副葬品であった

可能性が強いように思われる。

また,こ の時期の須恵器には出雲東部のそれとは趣を異にするものが含まれていて興味深いものが

ある。第39図 -1～ 6の外 (高外)蓋は,天丼部外面にカキロないしはカキロ状の調整を意識的に施

したものであるが (さ らに 1～ 5は これに加えて「×J状のヘラ記号を刻んでいる),こ のような例は

α81                                                                           は9
出雲市 。放れ山古墳 ,浜田市・沃田寺山古墳 ,同市 。日脚下浦 (御神幸地)遺跡 の出土遺物にみら

れ,その分布はいまのところ出雲西部以西にあることが注意される。また ,時期を定かに しがたい

が,壺 。甕類のなかにもこのような傾向がみられるのも特記すべきことであろう。すなわち,国 縁部

外面にヘラ状工呉により連続刺突文を施したもの (第66図 -8～ 10。 12),な いしは通常の波状文 と

ともにこれを施したもの (第 66図 ―H)が認められる点であるが,こ の種の刺突文もいまのところ益

90                 9つ

田市西平原窯跡群 ,鵜ノ鼻古墳 群 の出土遺物に例があるのみである。

なお,お よそ 8。 9世紀代のものとみられる須恵器には多 くの壷類が認められた。この点も本遺跡

性格を特徴づけるものといってよいように思われるが,こ れらの用途としては日常用の容器とは違 う

何か特殊なものが考えられるかもしれない。
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三田谷 Ⅱ遺跡出土土器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三 辻 利 ―

1)は じbに

米子市の新山山田遺跡の周辺から出土する須恵器を多数分析したところ,古式須恵器では大阪陶邑

産と推定されたものがほとんどであり,古墳時代後期では地元,大井窯群の製品が大半を占め,奈良

時代に入ると古曾志窯群のものと思われる須恵器が数多 く検出され,須恵器の供給体制に変遷がある

ことが明らかになった。同様のことは広島県二次市周辺の遺跡出土須恵器についても認められた。す

なわち,5～ 6世紀代の須恵器のほとんどは大阪陶邑産と推定されており, 8世紀代に入ると,大阪

陶邑産の須恵器はほとんど検出されず ,逆に,地元産と推定される須恵器がほとんどであった。い

ま,こ のように須恵器の供給体制の変遷についてのデータが各地で集積されつつある。

このような研究の一環として,三田谷 Ⅱ遺跡出土須恵器を蛍光X線分析 した結果について報告する。

2)分 析 方法 と分析結果

須恵器試料片はすべて,表面を研磨 して灰釉等の付着物を除去したのち,タ ングステンカーノミィ ド

製乳鉢の中で100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は15ト ンの圧力を加えてプレスし,内径2011ull,

厚さ 3～ 5111111の 錠剤試料を作成 して蛍光X線分析を行なった。波長分散型のスペクトロメーター (理

学電機製3270型機)を使用した。

標眸試料には岩石標準試料 」G-1を 使用した。分析値はJG-1に よる標準化値で表示された。

表 1には分析データがまとめられている。 3つの母集団について産地推定を試みた。地元 ,島根県

東部地域の代表として池ノ奥窯群 ,島根県西部地域の代表として本片子窯 ,それに, 6世紀代後半の

須恵器も試料中に含まれるところから,大阪陶邑群を選び出した。各母集団の重心からのマハラノビ

スの汎距離との二乗値はK,Ca,Rb,Srの 4因子を使って計算された。その結果も表 1に示されてい

る。 5%の危険率をかけたHoteH ingの T検定により,帰属条件を D(X)≦ 10と した。(X)は母

集団名である。この帰属条件を入れて産地推定 した結果も表 1に まとめてある。地元,大井群産と推

定されたものは No l, 2,3,4,5,6,7,8, 9,10,11,12,14,16,17,18,19,20,
2

21,22,23,25,27,28,29,30,31,32,33,34の 30点である。このうち, No 5は D(池 ノ奥)

=12であるが,帰属する可能性はあるとして,(?)を付して大井群産と推定した。また,No 13は大

阪陶邑産と推定された。No 15,24,26の 3点はこれら母集団には帰属せず ,産地不明となった。

以上の産地推定の結果は定性的ではあるが,図 1の Rも 一Sr分布図で容易に理解されよう。
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挿図番号 種 別 年  代 K D(池ノ奥) D(本片子) 推定産地

39-4 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 392 0141 0 461 0 465 0201 大 井 群

2 39-6 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 427 0 166 0 472 0527 0219 大 井 群

42-2 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 199 0 559 0 586 0 244 大 井 群

4 42-10 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 444 0132 0 553 0 521 0 210 65 大 井 群

5 4211 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 348 0 157 0415 0 459 0 168 21 大井群(?)

6 42-8 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 469 0 164 0 570 0 519 0 270 大 井 蒋

7 43-8 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 439 0 178 1 25 0 470 0 638 0 247 74 夫 井 群

8 42-4 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 433 0 182 0 554 0517 0 205 91 大 井 群

9 42-12 須 恵 器 6C後～ 7C初 0518 0 128 0 694 0 487 0 230 11 大 井 群

43- 14 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 492 0 160 0 578 0 535 0 270 大 井 群

11 35-2 須 恵 器 7C代 0 402 0 132 0 480 0 513 0 177 大 井 辞

12 32-12 須 恵 器 7C代 0 483 0154 0 564 0 547 0 269 大 井 群

13 45-11 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 388 0 092 0 458 0 0 147 大 阪 陶 邑

14 45-13 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 481 0 132 0 640 0 480 0 230 11 大 井 群

45-14 須 恵 器 8C代 0 616 0 030 1 99 0 796 0 187 不 明

44-1 須 慮 器 6C後～ 7C初 0 499 0 190 0 608 0 599 0311 大 井 群

44-2 須 慮 器 6C後～ 7C初 0 373 0210 0 428 0 586 0210 大 井 辞

46-3 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 529 0 136 0715 0510 0271 91 大 井 辞

須 恵 器 6C後～ 7C初 0 159 06■ 0 509 0 243 大 井 群

47-4 須 恵 器 不 明 0 176 0 506 0 528 0215 大 井 群

59-10 須 恵 器 6C後～ 7C初 0 590 0 179 0 664 0 530 0 402 大 井 群

59-13 須 恵 器 6C後～ 7C初 0513 0 140 0 660 0544 0 262 58 夫 井 辞

須 恵 器 7C代 044] 0 173 0 522 0 564 0221 35 夫 井 群

須 恵 器 7・ 8C代 0 288 0 237 4 74 0 219 0 340 0215 不 切

61-5 須 恵 器 7・ 8C代 0 520 0 218 065] 0 571 0 288 15 大 井 群

63-5 須 恵 器 8,9C代 0 658 0157 0 239 0 505 0 287 不 明

63-6 須 恵 器 3・ 9C代 0 465 0 176 0 566 0 493 0 249 11 大 井 群

須 恵 器 8,9C代 0 563 0 100 1 35 0671 0 409 0 193 大 井 群

64-6 須 恵 器 不  明 0 574 0103 0 690 0 434 0 200 75 大 井 群

66-12 須 恵 器 不  明 0 503 0 179 1 0 629 0 594 0 335 大 井 群

66-5 須 恵 器 不  明 0 549 0 170 1 83 0 668 0 523 0331 大 井 群

67-3 須 恵 器 不  明 0 430 0 188 2 73 0501 0541 0 209 大 井 群

67-5 須 恵 器 不  明 0 462 0 170 0 544 0 586 0241 22 大 井 群

66-3 須 恵 器 不  明 0 506 0221 0 595 0 603 0 339 27 大 井 群

瓦 近  代 0 372 0041 2 72 0 396 0 156 0 061

土 師 器 0114 0 466 0 372

土 師 器 0 573 0 290 0 693 0 782 0 306

土 師 器 赤色塗彩 0 569 0 649 0 299

土 師 器 0571 0 448 0 558 0210

土 師 器 0 547 0 272 0 691 0 890 0 259

表 1三 田 谷 Ⅱ遺 跡 出 土 土 器 の 分 析 デ ー タ
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6～ 7世紀代初と年代列定された須

恵器の中に 1点 ,大阪陶邑産が含まれ

ているが,他はすべて地元,大井窯群

産であった。したがって,こ の時期に

大井窯群は活発に須恵器生産を行った

ことを物語る。 8・ 9世紀代の須恵器

の中にも大井群産は含まれる。これに

対 して産地不明となったのはいずれ

も,8世紀代,8～ 9世紀代の須恵器

である点も注 目される。 3点の不明品

のうち,配 24,26は 同 じ地域で作 ら

れた須恵器の可能性をもつが ,血 15

は全 く別の地域の窯の製品である。

O      Q5 
石〒   1.0

図 1 三田谷 I遺跡出土須恵器のRb― Sr分布図

I.0

Rb

Q5

O

なお,土師器については表 1か らもわかるように,今回分析した土師器胎土は類似してお り,同 じ

ところで作られたものである可能性が高いという程度の情報にとどめておく。近世の瓦の胎土とは全

く異なってお り,日 下のところ,関連がないという他はない。
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図版 1

斐伊川放水路開削部予定地とその周辺の空中写真 (1 三日谷 Ⅱ遺跡,2上 沢 I遺跡)



図版 2

三田谷全景 (南西から)

上 (北東から)



図版 3

三日谷 Ⅱ遺跡調査前全景 (西から)

試掘調査時の三日谷 Ⅱ遣跡 (北から)



図版 4

三田谷 Ⅱ遺跡 1区調査後全景 (北東から)



図版 5

1区 SX01検 出状況 (北西から)



図版 6

1区 SX01検 出状況 (北東から)

上 (南西から)



図版 7

1区 SX01完 掘状況 (北東から)
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図版 8

1区 SX01石 室検出状況 (北東から)

上 (南から)



図版 9

1区 SX01羨 道部集石状況 (北西から)

予、 砕《■
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1区 SX01検 出状況 (北西から)上 (南東から)



図版10

1区 SX01
墳丘土層

Bライン

(北西から)

同上 Bライン

(北西から)

同上 Eライン

(北西から)



図版 11

1区 SX01
墳丘土層

Aラ イン

(北東から)

同上 Cラ イン

(南東から)

同上 Dライン

(南西から)
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図版12

1区 SX01玄 室部掘 り方検出状況 (北東から)

同上玄室部石材除去作業



1区 SX01
玄室部掘 り方

検出状況

(南東から)

同上

(北東から)

同上左側面

掘 り込み状況

(北から)
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図版 14

1区 SX01
羨道部側壁

検出状況

(北西から)

同上右側壁

(北東から)

同上左側壁

(南西から)



図版15

1区 SX01
羨道部検出状況

(北西から)

同上 (東から)

同上 (南から)



図版 16

1区 SX01羨 道部右側壁石 b加工痕 (北から) 同左正面 (北東から)

同上右側壁石 a加工痕 (北から) 同左正面 (北東から)

同上右側壁石 c裏面加工痕 (西から) 同左上面 (上方から)



図版 17

■■
1区 SX01
玄室部掘 り方

掘削痕 a

(北東から)

同上掘削痕 b

(ヨしから)

同上掘削痕 c

(西から)
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図版 18

I区 SX01玄 室部床面完掘状況 (北西から)

上 (南東から)



図版 19
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図版20

1区土坑墓・土坑群全景 (北東から)
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同上近景 (南から)



図版21

1区土坑墓・土坑群近景 (南西から)

上 (雨東から)



図版22

群 予

1区 SX02検 出状況 (北から)

1区 SX03検 出状況 (西から) 1区 SX04検 出状況 (南から)



図版23

1区 SX02検 出状況 (西から)

1区 SX03検 出状況 (北から)

1区 SX04完 掘状況 (東から)


